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■ フォーラムの趣旨と経緯
　世界を震撼させた 2020 年の新型コロナウイルスが世界システ
ムをかく乱し、「ポスト・コロナ時代」の国際関係の再構築が求
められる中、東アジアはコロナの終息を待たずに、すでに激しく
動き始めている。
　コロナが発生するまで、中国のアメリカと日・韓の分断戦略は
ある程度の効果をもたらしてきた。しかし、コロナ問題と香港問
題によって「米中新冷戦」が一気に進み、今まで米中間のバラン
スの維持に腐心してきた日本及び韓国に選択が迫られる。とりわ
け日中の曖昧な「友好」関係の継続は限界に達し、日本の主体性
ある「新アジア外交戦略」が模索され始めている。
　中国による「国家安全法」の強制導入で、香港は一気に「中国
システム」の外延をめぐる攻防の激戦地になり、米中新冷戦の最
前線となった。香港という戦略上の緩衝地帯を喪失する台湾は、
「台湾問題を解決する」中国からの圧力が一段と高まり、アメリ
カとの安全保障上の関係強化を一層求めることなり、台湾海峡は
緊迫の時代に回帰する。
　「ポスト・コロナ時代」における「米中新冷戦」の深まりはも
はや回避できない。

第 13 回 SGRA-Vカフェ

ポスト・コロナ時代の東アジア
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第13回SGRA-Vカフェ ポスト・コロナ時代の東アジア

SGRAとは
SGRAは、世界各国から渡日し長い留学生活を経て日本の大学
院から博士号を取得した知日派外国人研究者が中心となって、個
人や組織がグローバル化にたちむかうための方針や戦略をたてる
時に役立つような研究、問題解決の提言を行い、その成果をフォー
ラム、レポート、ホームページ等の方法で、広く社会に発信して
います。研究テーマごとに、多分野多国籍の研究者が研究チーム
を編成し、広汎な知恵とネットワークを結集して、多面的なデー
タから分析・考察して研究を行います。SGRAは、ある一定の
専門家ではなく、広く社会全般を対象に、幅広い研究領域を包括
した国際的かつ学際的な活動を狙いとしています。良き地球市民
の実現に貢献することがSGRAの基本的な目標です。詳細はホー
ムページ（http://www.aisf.or.jp/sgra/）をご覧ください。

SGRAかわらばん
SGRAフォーラム等のお知らせと、世界各地からの SGRA会
員のエッセイを、毎週木曜日に電子メールで配信しています。
SGRAかわらばんは、どなたにも無料でご購読いただけます。購
読ご希望の方は、ホームページから自動登録していただけます。
http://www.aisf.or.jp/sgra/
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第13 回 SGRA-V カフェ

ポスト・コロナ時代の東アジア

 日　時 2020年7月18日（土）15：00～16：30（日本時間）＋懇親会
 場　所 Zoomによるオンライン開催（定員100名）
 主　催 渥美国際交流財団 関口グローバル研究会（SGRA）
 協　力  ノボテル センチュリー 香港

 総合司会 李 彦銘（東京大学教養学部特任講師）

 【開会挨拶】	 	SGRAカフェのオンライン開催にあたって	 4

  今西淳子（渥美国際交流財団常務理事）

 【講演】	 	ポスト・コロナ時代の東アジア	 6

  林 泉忠（武漢大学日本研究センター教授・センター長）

 【コメント１】	 	災い転じて福となす――新しい協調関係を	 21

  下荒地 修二（元外交官・大使）

 【コメント２】	 	歴史の「本当の」終わり？――韓国の視座から	 24

  南 基正（ソウル大学日本研究所教授）

 	 	全体討論・懇親会	 28

 	 進行：林 泉忠

  発言者（発言順）

  高原 明生　（東京大学）

  松田 康博　（東京大学東洋文化研究所）

  菱田 雅晴　（法政大学）

	 	 著者略歴  43

 	 	あとがきにかえて1	 44

	  李 彦銘

 	 	あとがきにかえて2	 46

	  林 泉忠

プログラム

小笠原 欣幸（東京外国語大学）

沼田 貞昭　（元外交官）

若林 一平　（ふくしま再生の会）
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第13回SGRA-Vカフェ ポスト・コロナ時代の東アジア

SGRAカフェのオンライン開催にあたって
今西淳子　渥美国際交流財団常務理事

みなさん、こんにちは。
渥美国際交流財団常務理事、SGRA代表の今西淳子と申します。本日は、初め

てヴァーチャルで実施するSGRAのイベントにご参加いただき、ありがとうご
ざいます。

渥美財団は、もともと、博士号を取得するために、日本の関東地方の大学院
に在籍して研究を続けている外国人留学生をサポートする奨学財団ですが、奨
学支援が終わった後も交流を続け素晴らしいネットワークができたので、設立5
年目、といっても既に20年前ですが、SGRA――関口グローバル研究会を作っ
て、グローバル化に伴ういろいろな課題を国際的かつ学際的に検討する研究交流
活動を続けています。渥美財団の事務局のある東京都文京区関口からグローバル
に発信していこうとつけた名前です。事業の中で一番大きいプロジェクトが、私
の後ろのポスターにある「アジア未来会議」で、500人以上が集まるシンポジウ
ムをアジア各地で開催しています。一番小さいものが、本日のカフェです。通
常は30人程度の集りですが、本日は初めてのオンライン開催で、Zoomの限度で
ある100名定員に達しました。しかも、今までと違って、東京だけでなく、イタ
リア、インド、フィリピン、ベトナム、韓国、中国各地、そして日本各地から参
加していただいています。また、いつもはなかなかお集りいただけない先生方も
ご参加いただき、大変光栄に思います。そして、講師の林さんは香港から、コメ
ンテータの下荒地さんは東京、南さんはソウルからという、オンラインならでは
のプログラムを組むことができました。しばらくコロナ禍は続きそうですので、
SGRAとしては、今後オンラインの可能性を探りながら、プロジェクトを進めて
いきたいと思っています。

開
会
挨
拶



© 2020 SGRA 5

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

  

no. 
91

オンラインであっても、SGRAの特徴である「交流」をどのように保っていく
かが、私の関心事です。あまり規模が大きすぎない方がいいかな、そして、でき
るだけ皆さんのお顔を拝見しながら進めたいな、と思っています。ですから、マ
イクはミュート、カメラはオンにご協力いただけますと嬉しいです。

先日、リモート教育のワークショップをした時に、講師がオンラインでは「最
低でもモナ・リザ」と言っていましたが、みなさんもほほえんでいただき、さら
にうなずいたり、首をかしげたり、ジェスチャーでお考えを伝えていただける
と、講師の先生も話しやすくなり、場も盛り上がるのではないかと思います。ご
協力をお願いします。

オンラインセミナーは1時間半くらいが適切かなと思い、本日のプログラムに
なりましたが、それでは物足りない方もきっといらっしゃると思いますので、講
演会の後に１時間程度おしゃべりの時間を設け、これを「懇親会」と呼ぶことに
しました。お時間のある方は、コーヒー、あるいはビールなどをお持ちになっ
て、お付き合いくださいますようお願いします。

それでは、オンラインのSGRAカフェをお楽しみください。

SGRAカフェのオンライン開催にあたって	 今西淳子
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第13回SGRA-Vカフェ ポスト・コロナ時代の東アジア

ポスト・コロナ時代の	
東アジア
林 泉忠
武漢大学日本研究センター教授・センター長

はじめに
皆さん、こんにちは。ただ今ご紹介いただきました林泉忠と申します。本日は

予想以上の多くの方にお忙しい中、お集まりいただき励みになります。深く感謝
を申し上げたいと思います。と同時に、その中に著名な学者や新聞社トップクラ
スの方も多く含まれていて、ドキドキしますけれども何卒どうぞよろしくお願い
いたします。

今、私がいる所は、香港・湾仔（ワンチャイ）にあるノボテルセンチュリー香
港という日系のホテル23階の会議室で、ここを借りて今日のご報告をしていま
す。スライド１は、私が現在座っている所から望む風景です。ビクトリアハー
バーがちゃんと見えます。一見して落ち着いている光景ではありますが、ご周知
のように香港は今、激動の時代を経験しています。今日は別に香港中心の話では
ありませんけれども、関係している内容でもあります。

講演

スライド 1
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ポスト・コロナ時代の東アジア	 林 泉忠

本日のテーマは「ポスト・コロナ時代の東アジア」です。アメリカと中国の軋
轢でいわゆる新しい冷戦が始まろうとしている時代に、未曾有のコロナウイルス
が発生し、いまだに猛威を振るっています。世界にさまざまな影響を及ぼしてい
るのですが、これからの東アジアはどうなるのか、国際関係の視点から捉えよう
とする試みであります。

パワーポイントで進めていきたいのですが、時間の制約もありますので要点の
み話していきたいと思います。今日用意しているスライドは25枚あります（掲
載は16枚）。少し早口でどんどん進めることになりますけれども、よろしくお願
いいたします。

１.コロナ問題による国際関係の在り方への影響
まず、コロナ問題による国際関係や国際交流の在り方への影響です。
ご存じのように、前代未聞の新型コロナウイルスの猛威によるパンデミック現

象が起きています。さまざまな角度や分野から検討できますけれども、国際関係の
視点から見ていくと、私自身が一番関心を持っているのは、これまで進んできたグ
ローバルの時代が今回のコロナの影響で終焉を迎えるのかと憂慮される点です。

この点に関しては、コロナによってもたらされた現象を挙げると、一つはいわ
ゆる海外にあるサプライチェーンの中断による国内への帰還傾向です（スライド
２）。日本政府も５月、サプライチェーンの国内回帰を支援するために2,000億円
規模の基金を立ち上げました。企業が海外で作っている製品や素材について、中
国など特定の国・地域への集中を避け、国内に生産拠点を整備するとき補助金を
支給するということです。新型コロナウイルスの影響で部品などの供給が止まっ
た経験を踏まえた措置だと思いますが、サプライチェーンに限った話ではありま
せん。このような措置を日本に限らず多くの国が取ることを考えると、今まで進

スライド 2
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第13回SGRA-Vカフェ ポスト・コロナ時代の東アジア

んできた多国籍企業の発展や経済のグローバル化にブレーキがかかるのではない
かとも思われます。

また、このようなパンデミックの中で、国境を越えた人と人の交流が激減する
という現象が挙げられます（スライド３）。ご存じのように皆さん経験している
わけですけれども、国際便が大幅に減少し、海外旅行がほとんどできない状態が
長く続くと、国内向きの生活に戻ります。また、国の政策面においては、自国民
の安全を守ることに専念して、自国の利益を優先する傾向が見られるのではない
かと思います。このような変化によって自国第一主義やナショナリズムの温床に
なることを懸念せざるを得ません。

スライド 3

スライド 4
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ポスト・コロナ時代の東アジア	 林 泉忠

さて、国際関係の変化において予想外のコロナ問題がもたらしたもう一つの注
目すべきことは、コロナが発生する前に既に台頭していた中国と、西側が主導す
る国際関係との心理的距離が、コロナの拡大・長期化によって顕著に拡大してい
ることです。具体的に申し上げると、一つはコロナの初期対応問題を巡って中国
と西側間で強い不信感が生じたことが挙げられます（スライド４）。

それからいま一つは、コロナ期間内に中国の国家安全法が香港に導入されるこ
とに対し、西側が激しく反発している点です（スライド５）。それで中国と西側
の緊張がさらに高まり、いまだに続いています。このように香港国安法を巡る両
サイドの対立は、いわゆる米中の新冷戦の顕在化と本格化のきっかけになってい
ると見ることが可能なのではないかと思います。

２．	米中角逐を軸とする北東アジアの	
ポスト・コロナ情勢

次に、米中角逐を軸とする北東アジアのポスト・コロナ情勢です。
まず、日本や韓国がアメリカと中国それぞれとの関係をどう維持するかという

ことです。コロナの前から日本にとっても韓国にとっても、アメリカは安全保障
上の同盟国ですし、地域の安全を確保するには欠かせない最重要国と理解されて
いますけれども、一方で日本と韓国にとって中国は近隣大国であると同時に、最
大の貿易相手国にもなっています。安全保障はアメリカ、経済は中国という構図
がコロナ前から既に現れていたのではないかと皆さん理解されているかもしれま
せん。

しかし近年、最も注視すべき二つの大国の対立は、とりわけトランプ政権が登
場してから顕著になりつつあります。そこで中国に見られるのは、日本とアメリ

スライド 5
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第13回SGRA-Vカフェ ポスト・コロナ時代の東アジア

カ、それから韓国とアメリカの分断戦略です。後ほど日中関係を検討するときに
もう少し述べますが、要するに、過去２年間、対日関係の改善に躍起となる中国
の外交政策には、日米分断という戦略が存在するのではないかと見ることができ
ます。また、韓国に関してはTHAAD計画の撤回なしで中国側が中韓関係の改
善を認めたことからも、似たような米韓分断の戦略が存在するのではないかと見
ることもできます。

その一方で、コロナの前から悪化した日韓関係については、アメリカにとって
は当然デメリットばかりですが、逆に中国の戦略思考にとっては都合がいいに違
いないでしょう。ただし、日韓の軋轢は中国の策によるものではありません。こ
うしたコロナ前に現れた微妙な米中日韓の基本構図の一面が、コロナの後にも続
いています（スライド６）。

ただし、変化もあります。その目立った変化の一つが日中関係なのではないか
と思います。周知のとおり、2018年５月の李克強首相の訪日以降、日中関係の
改善が顕著に見られるようになりました。続いて、安倍総理が同じ年の10月に
北京を訪問しました。こうした日中首脳の相互訪問のメカニズムの回復によっ
て、日中関係は2010～12年の尖閣問題で冷え込んでいた状況から一気に改善
される方向になりました。この２年間の日中友好のムードを、私は「疑似蜜月」
と表現しています。日中関係は1972年に正常化して以降、蜜月といえる時代は
1980年代だけだったと私は理解しています。この２年間の日中友好は、もちろ
ん相互の利益が左右された側面もありますけれども、私の目から見ると、どちら
かというと中国が主導で日本が付いてくるというパターンが特徴なのではないか
と思います。

しかしなぜ、日中関係を悪化させた尖閣諸島国有化措置の撤回なしに日中関係
の大幅改善が進んだのかと考えると、私はやはり米中対立が続く中、北京の日米

スライド 6
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ポスト・コロナ時代の東アジア	 林 泉忠

分断という戦略があったからだといえるのではないかと思います。中国主導の２
年間の「疑似蜜月」の「日中友好」において、日中双方の意識調査を見ると、中
国の対日親近感は確かに改善しました。しかし、日本の対中親近感はさほど顕著
な改善が見えません。今年に入ってコロナの発生や香港問題で、日本社会の対中
イメージはさらに悪化したのではないかと思います。

こういう状況の中で、ある意味では日中の曖昧な友好関係の継続は限界に達し
始めたと見ることもできます（スライド７）。さらに最近、予定していた習近平
国家主席の国賓としての訪日に大きな変化が見られます。それは対中イメージの
悪化に由来すると思います。

２月24日中国政府が３月に予定していた全国人民代表大会と全国人民政治協
商会議の延期が発表される前に、私は習近平国家主席の国賓としての訪日は難
しいと判断し、そういうような趣旨の論考を書きました（スライド８左）。その
後、中国の楊潔篪国務委員は２月29日に訪日した後の記者会見で、習主席の訪
日を予定どおり進めていくとおっしゃったのですが、私が見たとおり、やがて延
期するということが双方から発表されて、今日に至っています。

また、最近の香港問題に関して日本側から厳しい批判があり、ご存じのように
自民党外交部会と外交調査会から安倍総理に、国賓としての日本訪問中止を求め
る決議が提出されました。しかし、習主席の訪日は過去２年間の「蜜月」の中で
最大のイベントであり、中国側が非常に重視しているイベントです。日本政府も
おおむね歓迎ということで、現時点まで撤回あるいは中止するような決定はまだ
発表されていません。しかし、全体的な環境の変化から見ると、今年の実現は無
理ということですし、恐らく来年も難しいのではないかと思われます。これが日
中関係が悪化している中で起きたことであります。

最近の香港問題に対する日本側の厳しい目線から考えると、日本の過去２年間

スライド 7
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第13回SGRA-Vカフェ ポスト・コロナ時代の東アジア

の対中政策の転換がこれから加速していくのではないかと予想しています。過去
２年間の日中関係の改善ないし日中友好と表現される現象においては、日本の主
体性のある対中政策によるものではないというふうにも認識されています。それ
を背景として、これから日本の対中政策が主体性のある対中政策に転換すると私
は見ています。

次に、中韓関係を見ていきます（スライド９）。私は「互いに第三者をよく意
識する不思議な隣国外交」と表現しているのですが、相手を考えるだけではなく
て、むしろ相手以外の要素が非常に重要と捉えている見方であります。中国から
見ると、対韓関係は常に朝鮮半島のバランスと対アメリカ戦略の一環と考えてい
るのではないかと、私は見ています。もちろん両国を地政学上の視点から見ると
すぐ隣なので、北東アジア外交や安全保障における戦略的重要性は言うまでもあ
りません。また経済分野から見ると、韓国にとっても中国は最大の貿易相手国で
すから、経済上の緊密関係は言うまでもありません。しかし、それだけではな
く、お互いに第三者の存在が大きいということです。

韓国は、常に対「北」戦略を考えなければなりません。特に北朝鮮の核問題を
解決する中で、中国の役割に対する期待は、あまり効果がなかったという認識も
ありますけれども、北に対する影響力が高い中国への期待感が常に存在せざるを
得ないという側面があるのではないかと思います。また、政権にもよりますが、
ひょっとしたら前の朴政権よりも今の文政権の方が、対中関係の強化維持におい
ては、対アメリカカードとして利用するという側面もあるでしょう。しかし、韓
国社会における対中の親近感は、日本と同じようにどんどん低下しているので、
必ずしも対中外交がうまくいっているとはいえない状況も続いているわけです。

先ほど、日本の対中外交は主体性が欠如していると申し上げましたが、韓国の

スライド 8
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方は過去２年間だけでなく、ある意味では1992年の中韓国交回復以降ずっと主
体性が十分ではないという認識が多く存在すると私は理解しています。対中外交
における主体性を欠く状況がいつまで続くのかというと、少なくとも現在の文政
権の状況から見て当分続くのではないかと私は思います。朝鮮半島を巡る北東ア
ジアの国際関係については、後ほどコメンテーターの南先生から、恐らく違った
視点から補足を頂けると思います。

３．	中国の影響力が一気に進む	
──中国（本土）・香港・台湾関係の変化

さて、先ほど中国・日本・韓国の関係について見てきましたが、次に中華圏の
中国大陸・香港・台湾の関係を見ていきたいと思います。「中国の影響力が一気
に進む」と表現しているのですが、香港問題の最近の動きから見るとそういうふ
うに感じています。

５月28日に中国全人代で香港国安法（香港特別行政区国家安全維持法）の導
入が決定され、６月30日に国安法が施行されました。まだ１カ月も経っていな
い状態ですけれども、私は香港にいて毎日さまざまな変化を見ています。

今さらではありますが、香港の政治体制をどういうふうに捉えるか、さまざま
な視点があります。今まで、いわゆる「行政主導」という表現が昔イギリス統治
時代から使われていて、香港返還後は行政主導と「半民主主義」体制が実施され
てきたというふうに私は理解してきました。

かつては民主主義は不十分ではありましたが自由はきちんと確保された政治体

スライド 9
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制が続いてきたわけですけれども、今回の国安法導入に伴う一連の変化から見る
と、特に政治運営に関してはより権威主義的な方向に移ろうとしていると私は観
察しています（スライド10）。

このような変化に対して出てきたのが、アメリカと西側の激しい反発です。ア
メリカは既に制裁を発表していて、香港に今まで取ってきた特別な優遇政策を取
り消し、中国の一都市として認識する政策に変えていくと発表しました。それだ
けではなくてG7の方も共同声明を発表し、中国に対して法案の撤回と今までど
おりの香港の高度な自治を守ることを呼び掛けているわけです。それに対して中
国側は無視する形で政策の導入を決行しました。ここから見ると、香港は米中角
逐の新しい戦場になるといえるのではないかと私は見ています。この点について
は後ほどもう少し分析したいと思います。

今度は、両岸（中台）関係について見ていきたいと思います。ご存じのよう
に、2016年に台湾の蔡英文政権が発足して既に４年以上経過しました。今年１
月に再選され、現在２期目に入っています。この４年以上の時期において両岸関
係が悪化したわけです。悪化する中でどういうふうに対台湾政策を展開させるか
ということについて、北京側には一つの政策の転換が見られました。胡錦濤時代
の「両岸の平和的発展」という政策を変えて、習近平時代は特に中国共産党第
19期党大会以降、「両岸の融合的発展」というふうに「平和」から「融合」とい
う表現に変えたのです。要するに、台湾側がどの程度付いてくるかに関係なく、
一方で両岸の「融合」を進めるということです。

具体的な政策に関しては、2018年２月28日にいわゆる31項目の対台湾住民の
優遇政策などいろいろ発表してきました。しかし、対台湾優遇政策はどちらかと
いうと中国本土に生活している台湾人を対象とした内容が多いです。そのため、

スライド 10
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台湾に住む一般の台湾住民に対してはさほど影響はないと思われます。ともかく
優遇政策に伴って、スライド11の右の写真にある台湾居民居住証を、香港・マ
カオの住民と同じように、大陸に住んでいる台湾人に与えてきました。ちなみ
に、大陸に住んでいる台湾の住民の数は、いろいろな説がありますけれども、台
湾当局の数字によると四十数万人です。しかし、民間の調査によると、場合に
よっては100万人を超えているのではないかともいわれております。

さて、このような状況で今年に入り、民進党政権の継続とともにコロナ問題が
起きたのですが、どのように中国の対台湾政策に影響を与えたかというと、私は
今まで北京側が取ってきた両岸融和的発展政策をさらに推進していくことは不利
になる環境の変化が見られるのではないかと思います。なぜかというと、融合政
策とはつまり交流関係を強化してお互いに強くつながるという発想ですけれど
も、コロナ問題が起きると台湾側と大陸側のフライト便も大幅に減少し、旅行も
できなくなって、さらに大陸の学生が台湾に入れないという状況もあり、融合政
策に悪影響を与えるのではないかと考えられるからです。

しかし、中国大陸とは経済的に密接な関係がありますから、どういうふうに
バランスを取るべきなのか、台湾社会内部で民進党政権と野党・国民党の考え
方が必ずしも一致していません。台湾海峡の西側の中国本土とある程度安定し
た関係を維持する必要があるという主張は、国民党には常に存在しているとい
えます。しかし、コロナの影響によって「中国との距離を維持することは悪い
こととは限らない」ということと、「中国に頼らなくても台湾はきちんと生きて
いける」という考えが相まって、確かに台湾社会において広がっているといえ
ます。この点に関しても、中国側の対台湾政策に不利な影響を与えるのではな
いでしょうか。

スライド 11
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さて、今回の香港国安法の導入で、これから中国の対台湾政策がどうなるかと
いうことに皆さん恐らく関心を持っているのではないかと思いますが、今回の

「香港統制」に示される北京の台湾問題解決に、相当な自信を与えていると私は
現時点で見ています。もちろん、この自信はまだ検証されていません。香港社会
の過去数週間の変化から見ると、ある程度の効果は確かにあります。それが北京
の政策側にとって自信を与えるという意味です。

また、先ほど申し上げたように今年の蔡英文の総統再選で、中台関係は冷え込
んだ状態が続いています。しかも今年に入って、選挙で敗北した国民党の対大陸
政策も微妙な変化が見られます。党の新しく選出された江啓臣主席は、今までの
いわゆる1992年コンセンサスを見直ししてもよいという見解を含めて、これま
での国民党の対中政策の再調整ないし転換が、今後もいろいろな方面であらわれ
ていくと私は見ています。

もちろんこのような国民党側の変化を北京側がどう捉えているのか、観察する必
要がありますが、ある意味では民進党政権が継続して、国民党も北京との距離をあ
る程度置くという状況を見ると、北京側はよりハードな政策に傾いていくのではな
いか、これから台湾により厳しい圧力を掛けてくるのではないか、特に「香港統制」
の自信からそういう傾向が見られると私は思います（スライド12）。

さて、台湾から見るとどうなるかというと、まず安全保障においては一つの戦
略的思考があったと思います。香港は台湾にとって、一種の緩衝地帯として存在
するということです。香港がなかなかうまくいかない場合、北京側は力を集中し
て台湾問題を解決することができません。６年前には、香港の普通選挙を巡る社
会の動揺、いわゆるオキュパイ（占拠）が起きた雨傘運動がありました。それ以
降、香港社会は不安定な状況になりました。このような動揺する香港が続くと、

スライド 12
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北京側は対台湾政策に専念できない状況があり続けます。そうすると、台湾に
とっては、逆にある程度、安心材料になります。

しかし、今回、香港に力を入れて完全に統制する方向に向かうと、台湾にとっ
ては香港という緩衝地帯を失うことを意味します。そうすると、その危機感から
対米依存にさらに傾いていくことになります。ワシントンが香港問題に対して厳
しい姿勢を取っているということから、アメリカも台湾も未曾有の高い危機感を
持っており、これから米台関係は一層緊密化するに違いないと私は推測していま
す。そして、米台関係が緊密化することに対して北京側も強い危機感を感じ、台
湾海峡における解放軍の演習をはじめとする軍事的脅迫＝「懲罰」がより行われ
ることになり、台湾海峡はこれからさらに緊張した状態になっていくのではない
かと私は思います（スライド13）。

４．ポスト・コロナ時代：一層進む米中新冷戦
最後に「ポスト・コロナ時代：一層進む米中新冷戦」に入りたいと思います。
まず、これからの東アジアの方向性についてですが、米中対立が長期化するこ

とは避けられないため、アメリカも東アジアをより注視していくのではないかと
思います。北京から見ると、それはより介入の度を増していくということになり
ます。特に香港問題と台湾問題に関しては、アメリカ側がより重視することにな
り、厳しい姿勢を採るようになります。

アメリカと西側の反発の背景を見ていくと、やはり香港という「自由主義世界の
一角が崩壊」したという危機感を強く感じているのではないかと私は見ています。

スライド 13
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ご存じのように、米ソ冷戦は1990年代に終焉を迎え、自由主義世界が一気に東
ヨーロッパ、さらにロシアへと広がっていきました。ある意味で米ソ冷戦は、ア
メリカを中心とした西側が一方的な勝利を収めたといえます。

しかし、今回の香港の異変は、旧冷戦の崩壊と東ヨーロッパの民主化以降初め
て自由主義世界が縮小したと、アメリカ側や西側だけでなく、場合によっては日
本側もそう認識しているのではないかと考えられ、だから今回の西側の反発が北
京から見ると予測以上に激しいものなのだろうと私は見ています。香港は、北京
側から見ても西側から見ても異なる意味の防波堤のような存在としてこれからよ
り意識されるのではないかと思います。中国から見ると、香港が中国共産党政権
を転覆させる場所にしないために、今回の国安法を導入したと理解するわけで
す。それと同時に西側から見ると、自由主義世界の一角の崩壊をどうしても許す
べきではないということで、香港は中国システムの外延を巡る攻防の最前線に
なったという訳です。ちょうど今週月曜日に、「香港―米中新冷戦の最前線」と
いう論考を書いたところです（スライド14左下）。

米中新冷戦、あるいは香港問題が関わる米中対立のことと東アジア全体の状況
を見ていくと、やはり注視すべきは11月のアメリカ大統領選です。確かにトラ
ンプ政権になってから米中冷戦がより見えてきました。しかし、トランプ政権の
対中政策はやはり不確実性が高く、今日決めたことが明日すぐに変わるというふ
うに、安定した戦略が必ずしもはっきり見えるとは限らないし、最近のボルトン
元大統領補佐官の新しい本によると、トランプ政権の政策は自分の再選をかなり
意識しているという側面もあるといわれています。

いずれにせよ、コロナ問題でアメリカの対応のある意味での失敗を含めて、失
業率も上がっているし、全体としてリーダーシップの取り方に対してはアメリカ国
内、さらに共和党内の反発もあり、有利な選挙戦が展開されているとは限らない状

スライド 14
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況にあります。もしもバイデン氏が勝った場合、オバマ政権後期のようなアジア
への回帰がどんどん加速するのではないか、TPPの再加入も含めて「アジア回帰」
でより安定した政策が見られる可能性が高いと思われます（スライド15）。

米中新冷戦が11月の選挙によって変わるかというと、どちらが勝っても大筋
で見ると大きな変化ということはありません。変わらない一つの重要な理由は、
中国認識におけるアメリカ与野党の合意があります。ホワイトハウス、国会、さ
らにはワシントンDCのシンクタンクの３者で相当高い合意ができたわけです。
中国を封じ込めるような政策は、11月の選挙の結果にかかわらず、今後さらに
深まっていくと私は見ています（スライド16）。

しかし、米中新冷戦がこれからどう展開するかというと、米ソ冷戦の時代にい
わゆるアメリカブロックとソ連ブロック、もしくは西側ブロックと東側ブロック
という、それぞれはっきりした二つの陣営が存在したのですが、米中新冷戦にお
いては必ずしも同じ形の展開になるとは限りません。しかし、それぞれのブロッ

スライド 15

スライド 16
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クの形成も一つの方向なのではないかということを考えると、果たしてそれぞれ
のブロックの形成ができるのかということです。

最近、香港国安法の導入の問題に関して、国連人権委員会の会議がありまし
た。そこで中国の立場を理解し、支持した国は２日間合わせて73国でした。１
日目は53カ国だったのですが、合わせて73カ国です。パキスタンやキューバ、
ベトナム、ラオスといった国々です。それに対して西側のイギリス、オーストリ
ア、フランス、ドイツなど27カ国は、中国が香港に導入した国安法に対する懸
念を表明したり、反対する立場を取ったのです。そこを私は二つのブロックの最
初の動きと捉えています。

ただし、このような二つのブロックは、そのままではないと思います。あくま
でも香港問題を巡る立場ですので、米中新冷戦全体に対する理解でどちらのサイ
ドに付くかということは必ずしもそのままではありません。例えばベトナムの立
場は、今回こそ中国側に立っていますが、南シナ海の問題においてはそうではな
いということもあるので、それぞれのブロックがどのような形で形成されていく
のかも注視すべき点の一つだと私は思います。

最後に、日本の話に戻します。私は過去２年間の日中関係の改善は中国主導で日
本が付いてくるというパターンだと改めて理解していますが、この２年間のプロセ
スをみると、日本の主体性がなかなか見えてこないと思われます。今回の香港問題
の衝撃を受けて、日本の対中政策、対アジア外交はこれからさらに変わっていくと
いうふうに私は見ています。台頭する中国、経済力のある中国であると同時に、西
側から見ればいわゆる「独裁システム」の中国でもあります。それに対して、「自
由で開かれたアジア」を維持するという危機感から、日本側はこれから中国と異な
るリーダーシップを確立していく時代に入るのではないかと観察しています。

と言いながら、地域安定の視点から考えますと、やはりお互いに理性をもって
話し合うことを通して、積極的に歩み寄りをして問題の打開を図って対応するこ
とが非常に大事で、またそれは世界平和に繋がることを信じています。

結構大ざっぱですが、時間がだいぶたっているので、私の報告はここまでにし
たいと思います。ご清聴ありがとうございました。



© 2020 SGRA 21

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

  

no. 
91

	 下荒地 修二

災い転じて福となす	
──新しい協調関係を

下荒地 修二
元外交官・大使

ご紹介ありがとうございます。今日はコメンテーターとしてご指名いただいた
のですが、私も外務省を辞めて10年近くなりましたし、あまり情報を持ってい
ないので、全くの傍観者、素人の立場からのコメントということでお許しいただ
ければと思います。

まず、林先生の非常に透徹というか、いつもながら難しい問題を易しく解説し
ていただきました。本当にありがとうございます。多くの示唆を頂きました。最
後に先生が言われた、日本の外交に対する注文として、主体性のある対中外交、
自由で開かれたアジアにおけるリーダーシップは確立されるだろうという観察が
ありました。非常に意義のあるご観察であり、ここで敬意を表したいと思います。

それはそれとしまして、今日のコメントは、全くたいしたことは勉強していな
いので分からないのですが、コロナウイルスの問題が最初に出ていました。非常
に面白いというか、予想外の展開になってしまったという感じがします。そんな
ことで、出口が見えないものですから、これからどうしていったらいいのか、模
索している段階なのではないかと思います。ですから、この時点でどうあるべき
だということは何とも言えないように思います。

そういうことで、これから各国にとって、コロナというある意味で共通の敵が
出現したわけですから、皆さんで協力してこれを克服する努力をしていかないと
いけないと思います。

コロナウイルス問題が出たときに起きた、ある意味で不信感といいましょう
か、責任はどこにあるのかという不信感のやりとりのようなものがありました。
これはあまり建設的ではないなと思っていたのですが、そういう状況も既に過ぎ
去って、今や共通の敵に対する協力体制ができつつあるのではないかと思ってい
ます。ある意味、「災い転じて福となす」でしょうか。中国語で調べたら「轉禍
為福」という言い方があるようですが、中国語にも同じような言い方があって、
協調してコロナウイルスを克服していくことで、新しい協調体制ができるという

コメント1
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ことになるかと思います。各国とも透明性を確保しながら協調していく新体制、
コロナと共に生きる新体制を確立していくような協力体制ができていけばいいと
いうふうに期待している次第です。

幾つかの問題提起
これは一般的な問題ですが、その次に幾つか問題提起がありまして、これから

厳しい状況が出てくるのではないのかということなのですが、私は朝鮮問題など
はあまり得意ではありません。ただ、この問題について一つだけ言っておきたい
ことは、韓国に在勤したときの印象でいうと、韓国のインテリの方といいましょ
うか、政策担当者の方々もそうなのですが、インテリとしての自覚というものを
お持ちの方が非常に多いという印象です。言葉の中では日本に対して非常に厳し
いことをおっしゃる方もおられましたが、それは日本をよく見ている、よく理解
しているからだと私は理解していました。そういうことで、韓国のインテリの
方々の理性ある対応によって、日本との協力の中でいろいろな問題の解決ができ
ていくのではないかというふうに期待しています。

それから、日中関係について良い観察をされていました。これだけは常に思っ
ていることを少しお話しさせていただこうと思います。林先生がおっしゃった

「疑似蜜月」、それから「中熱日冷」は、まあそうかなと思います。中国からの働
き掛けで友好関係が維持されている、向こうが先に動いているということかと理
解したのですが、日中関係はやはり隣国関係ですので、対立もありながら、その
中で誰かが言ったように引っ越しもできないわけですから、そういう中でとにか
く平和的な関係を維持していくことを求めるべきだと思います。ですから、どち
らから働き掛けたかというような話はあまり意味がないのかなと私は思いまし
た。批判ではありませんので、誤解されないようにお願いしたいと思います。

もう一つ今日お話ししたかったのは、日本と中国は長い関係がありますが、戦
後に限っていえば1972年の国交正常化、それから中国の開放路線からの政策転
換に伴う日中関係の発展があったわけで、時間をかけていい関係ができているの
ではないかと思います。その間に何が起こったかというと、中国が非常に経済大
国になってきたということだと思います。経済力だけでいえば日本の３倍にもな
るような大きさを持ち、国際社会における存在感が本当に大きな大国になってい
るわけですが、どうも今までの日中関係と、大国になってからの日中関係を見る
と、お互いの立ち位置が違ってきたものですから、その間の調整期間ではないの
かなと思っています。

そういうことで、今までとちょっと変えた見方でお互いを見なければならない
わけです。その点で双方が戸惑っているところがあるのではないかと思います。
中国の対日外交についても、現象面でいえばいろいろな意見が出てくると思うの
ですが、やはり大国としての両国関係なのだということで、そういう観点から調
整していく考え方が基本的に必要ではないかと思います。それと同時に、大きな
存在なのですから、それが国際関係に与える影響を常に念頭に置きながら、国際
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社会における大国関係なのだということで双方の政策を調整していく必要があり
ます。そういう基本的な考え方を持つべきではないかと私は思っています。

より具体的な問題としては、香港が非常に大変な問題になっています。ヨー
ロッパ諸国はそれほどではないと思うのですが、アメリカをはじめとするいわゆ
る西側諸国が非常に厳しい見方を示しており、それに対して中国は非常に激しい
反応をしています。これを純法律的に考えた場合、そもそもは一国二制度がお互
いの同床異夢であるわけです。だから、お互いの言い分もあるのだろうと私は思
います。中国の言い分が全て正しいというわけではありません。中国が香港のい
わゆる民主化要求に対して厳しい対応をしていくことについて、中国もちょっと
やり過ぎなのかなという感じもしていますし、それに対して香港の民主化を求め
るグループの動きもちょっと厳し過ぎるところがあるのではないかと思います。
お互い売り言葉に買い言葉というのか、そんなことで対立が激しくなっています
ので、もうちょっと大国的な、いわゆる節度ある対応を取ってもらえれば、物事
がいい方向に解決していくのではないかと思っています。あまりきちんとしたコ
メントにはならないのですが、国際問題の解決に当たっては互いに双方の立場を
よく考えながら、節度あるというか、そういう形での話し合いを通じて問題解決
をしていくことが求められます。

最後に一つだけ言いたかったことは、中国を長年見ていて思ったのですが、中
国は非常に学習効果が高いというのか、非常にナイーブにいろいろな所に批判に
行ったりして、内側からの批判もありますけど外側の批判に対しても非常によく
勉強しているというか、反応しています。口では厳しいことを言っていても、批
判が厳しいときにはそれなりに対応して、それを何とか解決する方向にしていく
ということです。それから、学習効果が高いというのか、ある意味で節度がある
というふうに私は中国政府に対して期待を持っていて、今までそういう形で中国
が発展してきたと思っていますので、中国の自制、節度を期待して、それを私ど
もは待っているという態度で対応していくといいのではないかと思っています。

ちょっとコメントになりませんでしたけれども、勝手なことを言わせていただ
きました。ありがとうございました。
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歴史の「本当の」終わり？	
──韓国の視座から

南 基正
ソウル大学日本研究所教授

私は、与えられた時間の中で、もちろんいろいろなコメントや意見を提示しな
がら質問することもできると思いますけれども、一応韓国からの視点で話をさせ
ていただきたいと思います。韓国を代表するのではなくて、韓国で物事を考える
人間として私の意見を提示することになると思います。

タイトルを「歴史の『本当の』終わり？（The “Real” End of History?）」と
付けてみました。ポストコロナ時代を私はこのように捉えることができるのでは
ないかと思います。林先生の話を興味深く聴きましたし、いろいろな勉強ができ
ました。林先生はコロナについての考えとして、コロナがこれまであった事件を
促進させるだろうという側面から見ていて、その結論として新冷戦という見解を
出していましたが、私はある意味では促進者としてのコロナではなくて、世界を
変える、代替させる力を持つ側面があるという観点から見る必要があると思いま
す。ですから、林さんの考えに反対するのではなくて、全く同感するのですが、
もう少し違った角度から見ることができるということを強調した場合どうなるか
ということを話したいと思います。

そう見た場合には、いわゆる歴史が変わるというふうに見ることもできます。
まずは理念の面、アイデアの側面から見てみると、グローバリゼーションが非常
に停滞しているというのは、いろいろな学者たちが言っていると思うのです。そ
れから、ネーション・ステートが帰還していることと同時に、ネーション・ス
テートとは領土を持つ国家だということが強調されていて、ボーダーが強化され
ているということが特徴的にいわれています。こういうところから考えると、こ
れまでリベラリズム拡大の歴史だったのが大きく変わり、リベラリズムの歴史の
終わりだといえるのではないかということが一つです。

実態の面から見てみると、コロナ対策において欧米は失敗しました。中国は失
速していると思います。そして国連、WHO、そしてIOCなどもそうですが、い
ろいろな国際機構・機関は右往左往しながら役割を果たせませんでした。こう
いったものはヨーロッパ的な秩序、富国強兵の考え方、そしてそれを補完するよ

コメント2
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うな国際機関の役割が同時に失敗しているということなので、第１次大戦、第２
次大戦という二つの大戦の後につくられた歴史、Post-World Warの歴史の終わ
りといえるのではないかと思います（スライド１）。

そうした場合には、いわゆるNew NormalではなくてNew Orderの可能性も
あるのです。ですから、新冷戦というものが新しい常態（New Normal）の考え
方の一つの終着駅だとしたら、私は新しい秩序（New Order）という考え方も
あり、それを準備する必要があるということを言いたいのです。私が強調したい
のは、もちろん新冷戦という方向もありますけれども、コロナがあらわにしたの
は、米中パワーシフトは神話なのではないか、それが現実として本当にあるのか
ということが一つあると思います。

説明が長くなりますが、アメリカがインド太平洋をバックアップするような、
そして中国が一帯一路をバックアップするような軍事力が、コロナにおいては役
に立ちません。セオドア・ルーズベルト艦隊がグアムで足止めされたり、人民解
放軍も海軍や空軍の中で感染者が出てきてあまり役割ができません。その代わ
り、人民解放軍などは防疫のための一つの機関にしかならない状況になっていま
す。一帯一路も、今はいろいろな所で中断されています。そういうところから見
ると、この世界は一帯一路でもインド太平洋でもない世界なのです。人がそのよ
うに人為的につくる世界ではなく、実はコロナの世界だったということが分かり
ました。だから、この世界をどうするのかということがこれからの人類の宿題と
いうことになると思います。

そこから見ると、政治も性格が変わりました。それを私はIdentity politicsか
らLife politicsへの変化だと考えます。人をアイデンティティで区別する考えが
ありましたが、実はもろに体だけで生きている人間だということです。コロナと
いうのは、アイデンティティを選ばないし、命・生活というライフそのものを危
険に陥れるものであるということを考えなければなりません。

もう一つは、地政学（Geopolitics）から時政学（Chronopolitics）への変化が

スライド 1

TThhee  ““RReeaall””  EEnndd  ooff  HHiissttoorryy??

• グローバリゼーションの停滞
• ネーション・ステートの帰還
• ナショナル・ボーダーの強化

Øリベラリズムの終焉

• 欧米の失敗
• 中国の失速
• 国連の失態

Ø大戦後の終焉
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あると思います。空間ではなくて時間なのです。Chronopoliticsの考え方もいろ
いろあると思いますが、私が強調したいのは、短い間にコロナ対策ができるよう
なシステムをつくる力、そして危機を後に延ばす力が政治に要求されているとい
うことです（スライド２）。それに適応するためには、例えば中国やアメリカの
システムは駄目なのです。ですから、実態としてコロナを成功的に統制して生き
残ったのは、例えば韓国や日本や東南アジアの国々なのです。これらの国々がこ
ういった実態をつくり上げて、それがたまたまですけれども、コロナ対策に成功
しているような政治をしていたということなのです。こういった点から見ると、
日韓関係についても少し新しい見方ができるのではないかと思います。

これまで日韓関係が破綻に至るシナリオを考えていたのは、二つの理由から
だったと思います。一つは、日韓関係の悪化が国内的に支持基盤の組織につなが
るという考え方があったからだと思います。安倍首相も文大統領もそうだという
ことです。国際政治上においては、地政学上の利益を日韓が共有できておらず、
相手側の優先順位が戦略的に低いというのです。韓国には日本が、日本には韓国
が、あまり意味がないという状況があるから、日韓関係は破綻するしかないとい
うのがこれまでの考えなのです。しかし、もしこういった政治が変わっている
とすれば、Post-World Warの体制が終焉したということであれば、Post-World 
Warの中でつくられた1965年体制も終焉するだろうと考えることができます。

そしてもっと大事なのは、生活政治とナショナリズムには不和の関係があり、
衝突する関係だということです。ナショナリズムは生活政治においてあまり意味
がないのです。しかも、ナショナリズムを克服して人々の健康をどうするのかと
いうことが大事な問題になってくるので、これは国内的にナショナリズムを利用
して票を獲得することにはなりません。それが一つです。

二つ目に、時間の政治とパワーポリティクスの二つも衝突する関係なのです。
ですから、国際政治上においても、時間の政治を大事にするような体制を利用し
て外交を行うような体制につくり直す必要があります。それは中堅国（ミドルパ

スライド 2

FFrroomm  ‘‘NNeeww  NNoorrmmaall’’  ttoo  ‘‘NNeeww  OOrrddeerr’’

•神話としての米中パワーシフト

•一帯一路でもなく、インド太平洋でもない世界

• Identity politics から Life politics へ

• Geopolitics から Chronopolitics へ
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ワー）としての外交だと私は思います。日本はこれまで、ミドルパワーからグ
レートパワーになりたいと考えていたのですが、コロナ対策からするとあまり意
味がありません。日本は中堅国としてのレジームをつくるところに戻らなければ
なりません。一方、韓国は、ミドルパワーとしての力を付けてきたと思います。
ですから、健康をどう守るかといった体制を国際的につくるための努力をこれか
らする必要があります。そういった面からすると、日本も韓国も協力ができるの
です。私はそういった面で日韓関係の大転換のシナリオをコロナが用意してくれ
たと思っています。

そして、日本の安倍首相も韓国の文大統領も政権のレガシーがないのです。レ
ガシーをつくるところは何かというと、私は北朝鮮だと思います。南北和解はま
だ途中です。日本としても、日朝関係を何とかするということが一つの可能性だ
と思います。こういった状況で北朝鮮を媒介にして、日韓が直接的ではないので
すが、南北や日朝関係をいかに構築するかということ、そしてこれを固めて東ア
ジアで新しいNew Orderの起点をつくるための努力をする過程で、私は日本と韓
国が新しい考えでお互いを見つめることができるのではないかと考えています（ス
ライド３）。以上でコメントを終わりたいと思います。ありがとうございました。

スライド 3

日韓関係の大転換

•日韓関係破綻のシナリオ
• 国内的には日韓関係悪化が支持基盤の組織につながる
• 地政学上の利益を共有できず、戦略的優先順位が低い

•日韓関係大転換のシナリオ
• 生活政治とナショナリズムの不和・衝突
• 時間政治とパワーポリティクスの不和・衝突

•政権のレガシーと韓国・朝鮮・日本のトライアングル
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これから懇親会に入ります。本日は１時間半にわたり、SGRA-Vカフェにご参
加いただきありがとうございました。こういう形の講演会および懇親会は私に
とっても初めての経験です。本日はバーチャルとはいえ、定員の100名を超える
方々にご参加いただきました。国籍も多様な方々ばかりで本当に感謝しておりま
す。私より見識のある先生方、研究者の仲間、さらにメディアの方々、それから
学生諸君も多く参加してくださいまして、会場形式の講演より緊張しましたが、
無事に終わってホッとしました。

さてこれから、より気楽な懇親会の形で皆さんとディスカッションを楽しみた
いと思います。懇親会ですから、パソコンの前で皆さん正座していただく必要も
ありません。気楽にカフェという雰囲気でディスカッションしましょう。渥美財
団では講演会の後に必ず懇親会（飲み会）がありますけれども、今日は特別にV
カフェになります。

飲み会のときは必ず乾杯から始まります。今日は、私が以前よりいろいろな場
面で二十数年間教わっている、東京大学の高原明生先生に乾杯のご挨拶をお願い
します。その後引き続き10分程度のコメントをお願いしたいと思います。その
後で、他の先生にもコメントを頂きたいと思います。もうしばらく皆さんミュー
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懇親会
司会：林 泉忠（東京大学博士）
発言者（発言順）
　高原明生（東京大学）
　松田康博（東京大学東洋文化研究所）
　菱田雅晴（法政大学）

　小笠原欣幸（東京外国語大学）
　沼田貞昭（元外交官）
　若林 一平　（ふくしま再生の会）
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高原

トの状態にして、発言者の声がよく聞こえるようにしていただきたいと思いま
す。それでは高原先生、お願いいたします。

こんにちは、皆さん。なかなか会えない方々ともこうしてオンラインで会えて
非常にうれしく思います。最初に一言、開始の挨拶をせよということだと思うの
ですが、乾杯ということで、今回はカフェなので私は今、アップルティーを手に
しています。

林君からもお話がありましたように、私と林君の関係は、1990年代の初めで
しょうか、彼が桜美林大学の国際学部に留学してきたときに私のゼミ生だったと
いう仲です。今ではこんなに立派になって、東アジアを股にかけて活躍している
ことを心から喜ばしく思っています。

それでは、カップを持っていらっしゃる方は挙げていただいて、林君のこれか
らの一層の発展と皆さまの健康、今は非常に大事な時期ですから、そのために乾
杯したいと思います。乾杯。

続けて先ほどのセミナーについてコメントしたいと思います。発言したい方が
たくさんいらっしゃると思いますから、10分と言わず、もう少し短い時間で私
から何点か申し上げたいと思います。

一つは、日本と中国の関係です。先ほども確か下荒地さんが話題にされていま
したが、どちらが主体でどちらが客体かという捉え方には、やはり私も若干違和
感を覚えます。どちらかというと日本の対中政策はあまり大きくぶれないのです
が、日本から見ると中国の対日政策がぶれていて、それに日本は振り回されると
いう印象を持っています。

では、日本の対中政策は何かというと、昔から中国を既存の国際システムの中
に取り込んでいくことが基本だったわけです。今は経済的にそういうことは既に
かなり実現できているのですが、先ほどお話しになったように、これからはもう
少し規範などの方面で同じようなことをしていくということが、先ほど林君が
おっしゃったことなのかなと受け止めました。

もちろん中国は伝統も長いですし、こういう政治体制ですからなかなか規範を
一にすることは難しいわけですが、いつかは富国強兵パラダイムを脱却して、先
ほどの南先生の話にもありましたけれども、言い換えれば「人間の安全保障」を
大事にするような規範を共有できる国として日中関係が成り立っていくことが、
日本にとっては一番いいと思うのです。そういうイニシアチブを日本がどれだけ
取るかというのは、今はそういうことを考えている人も政府の中にはいるような
のですが、ではどういう概念で行くのか、「人間の安全保障」で行くのかという
のは、もう少し議論が成熟しないと、なかなかそちらの方に大きく踏み出せない
のではないかと思っています。

ただ、ここでの一つの質問は、では中国の対日政策とは何なのかということな
のです。これはよく分からないところなのです。それについてお考えがあればお
聞きしたいと思います。

それからもう一つの問題は、香港・台湾のことです。面白いと思ったのは、先
ほど林君がおっしゃったように、これで中国の指導部が自信を持つのではないか
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という点は、確かに、そう思う人もいるだろうと思ったのですが、一部の人は、
私もそうですが、すごく残念に思うのです。どういう意味で残念かというと、香
港基本法にあれだけ香港の民主化のことが書き込まれているのは、中国当局から
すると、香港を植民地時代よりもいい所にしなければいけないからです。植民地
よりもひどい所になったとなると、本来は全くメンツがないわけです。だから今
回は、私は自爆行為だと思っています。香港は植民地時代よりも政治統制を行う
所になってしまったのかというふうに世界は見るのです。これは中国共産党に
とっては失敗でしたし、先ほどチャットでご指摘があったように、台湾との統一
も一層難しくなったと思わざるを得ないのです。であれば、武力でやるのかとい
うと、これはまたかなり次元の違う大きな問題になるので、なかなかそういうこ
とも簡単にはできないでしょう。

そういうことで、プラスもあったと思います。もちろん秩序を回復して、そう
いう意味では習近平がメンツを施したという面もないわけではないのですが、プ
ラスマイナスを考えると、中国当局にとってこのやり方で良かったのかなという
印象を私は持っています。

それからもう1点。最初におっしゃったし、南先生も強調されていたように、
これからの世界秩序がどうなるのかということなのですが、私は必ずしもグロー
バル化が終わったとは思えないのです。グローバル化の潮流はそんなに簡単に押
しとどめられるものなのでしょうか。１種類のウイルスが押しとどめられるよう
な潮流ではないのではないかという気がします。ワクチンもできるかもしれませ
んし、新型コロナウイルスがワクチンで抑えられても、また別のものが出てくる
かもしれません。けれども、もう少し人間の科学の力を信じてもいいのではない
かという気がしますし、たとえ新型コロナウイルスのワクチンの完成が遅れたと
しても、人間はいろいろな形でマイナスを乗り越えようとするのです。

バリューチェーン（価値連鎖）の話も最初にありましたが、もちろんバリュー
チェーンが絶たれる部分もあるでしょう。けれども逆に、中国にどんどん投資し
ていこうとする日系企業もあるので、その辺は絶たれるところと拡大するところ
の両方があるのではないか。トータルとしては、グローバル化の定義にもよるか
もしれませんが、グローバルシステムの成長というのは、これでもちろん止まる
部分もあります。マイナス部分もあるのだけど、総体としてはこれを克服してさ
らに前に進んでいくものではないかという印象を今日の時点では持っています。
以上です。

どうもありがとうございました。高原先生から示唆に富むポイントを語ってい
ただいて、非常に刺激的でした。東アジア、日中関係、さらに中華圏のこれから
の方向性を考えるのに、非常に勉強になったと思います。今後も変わらず、ご指
導ください。よろしくお願いいたします。

続いて、多くの先生方にご参加いただいていますが、東京大学東洋文化研究所
の松田康博先生はいらっしゃいますか。

こんにちは。どうも。
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こんにちは。お忙しい中、どうもすみません。ぜひこの機会に私も勉強したい
ですし、多くの方が松田先生のご発言を非常に期待していますので、ぜひご教授
ください。

皆さん、こんにちは。東京大学の松田と申します。今日は林先生の講演を聴こ
うと思って登録したら、ついでに何か話せと言われましたので、簡単ながら感想
を述べたいと思います。

実は、林先生には昨年４月に武漢大学で講演してくれと言われました。たまた
ま私が北京大学にいたので、依頼されたのですが、武漢を訪問してすごく歓迎し
ていただき、講演もしました。武漢の印象はとても良かったのですが……。１年
でこんな事態になってしまって、自分自身もとても苦しいというか、つらいと思
います。現地でもっとつらい思いをされた方がたくさんいたのですが、やはり短
期間で全てが変わってしまっていろいろな人がショックを受けています。そして
いろいろなことを考えさせられる状態です。

今日のお話を伺っていて、東アジアの情勢に関する私の見方と林先生の見方が
驚くほど似通っていて、あまり批判をするところがないので、ちょっと申し訳な
いという感じです。ただ１カ所だけ、質問したいと思っているところがありま
す。それは香港内部の状況です。というのは、大きな図柄でいうと米中間が「新
冷戦」といわれる状態になっていて、最前線が香港であって、まだ完全に状況が
収まっていないのです。

これは倉田先生がよく言われることですが、アメリカと、中国と、香港の民主
派と、それを支持する人たちが、それぞれ非常に強いカードを持っています。今
回は中国が国家安全法というものを作ってしまいました。これは非常に強いカー
ドです。アメリカは1992年の香港政策法、2019年の香港人権・民主主義法、そ
して今年の香港自治法という三つの法律があって、かなり強い制裁から弱めの制
裁までさまざまなカードを持っています。香港の民主派の人たちは、米中のバラ
ンスを見ながら選挙などさまざまなところで大規模デモを行って民意を盛り上
げ、国際的な世論をかき立てるというカードがあります。言ってみれば、香港の
人たちには一番犠牲を払う形のカードしか切れないのだろうと思います。

今回、中国は恐らく、アメリカの制裁はほとんど強いものにはならないだろう
という計算の下で、自分のカードを切ったのだと思うのです。中国にとってもの
すごいギャンブルだと思います。でも、彼らは本当に切ってしまいました。これ
に対してアメリカがどこまでやるかというのも分からないのですが、これから恐
らく９月の立法会選挙までの間に、さまざまなやりとりがなされて決まっていく
と思います。そうすると、香港の民主派とそれを支持する人たちがどういう行動
を取るかということが、そのゲームの展開をかなり決めていくと思います。

ただ、香港の民主派はいろいろな犠牲を払っていくことになります。中国は
国家安全維持法によって彼らを恐怖に陥れ、個々人の人生を完全につぶすことが
できるのだというカードを切って押さえ込もうとしているわけですが、これに対
してどう反応するかです。世論調査を見ると、昨年までは民主派に対する支持が
60％ぐらいあって、反対が40％ぐらいなのですが、今年の世論調査を見ると半々



32 © 2020 SGRA

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

  

no. 
91

第13回SGRA-Vカフェ ポスト・コロナ時代の東アジア

林

ぐらいです。こういう状態で果たしてどれくらいの抵抗ができるのかと思います。
たとえば、台湾に行くと、住民の70％が民主派のやっていることに対して賛

成・支持しています。やはり最前線から離れれば離れるほど、後方に行けば行く
ほど、民主を求める、自由を求める要求がより抽象的になって支持しやすくなり
ます。香港にいると、実際には自分がよく使っている駅が燃やされたり、レスト
ランが壊されたり、非常に苦しい状況になりますし、自分の生活に支障が出ると
なると、状況に屈する人が出てきます。そうすると、香港が一致団結して中国に
対抗するというよりも、むしろ分断が非常に強くなって、中国に抵抗する人たち
がどんどん不利になっている状況が生まれているのではないかというのが私の関
心です。こういうことに関して、林先生は今香港に戻られているということなの
で、もし観察され、思うところがあればぜひ教えていただきたいと思います。

最後にもう一つだけ感想です。先ほど高原先生のグローバリゼーションに関す
るご発言なのですが、私はグローバリゼーションが終わる、終わらないではなく
て、「１球２制度」になるのではないかと思います。アメリカを中心とするシス
テムと中国を中心とするシステムによる二つの制度に分かれていって、その中で
様々な国・地域が発展していって、お互いの接触面である国・地域は相互に乗り
入れしている状態が続いたり、ある所は大きくなったり、ある所は小さくなった
りするという意味で、「１球２制度」になるのではないかと思っています。

これはたいしたことはないのですが、先ほどの香港の件に関しては本当にすご
く関心を持っていますので、お答えいただければ嬉しいです。いずれにしても大
変勉強になりました。ありがとうございました。

どうもありがとうございました。私は今年の旧正月の前に香港に帰省したまま
今も香港にいるのです。コロナ問題の経験と、５月下旬から国安法が激しく動い
ているのをまさに身近で見ていて、施行からまだひと月たっていませんが、毎日
変化しています。これからどういうふうに変化していくのかはまだ分かりません
が、中国の強い姿勢は確かに徹底しているので、むしろこれからどうなるか想像
できないぐらいです。しかし、現段階では恐らくあらゆる方が様子見という姿勢
を採っていると思います。私は学界の人間なので分かるのですが、学者たちや文
化人は確かに心配しています。これから今までと同じように授業ができるのか、
文章を書いて新聞などに投稿できるのかという多くの心配を抱えています。とい
いながらも、解決方法が見えて来ず、将来どうなるかが分かりません。

確かに、今まで逮捕されたのはデモ関係者が中心です。人数的には、逮捕者は
多いですけれども、起訴されている人はまだ少ないです。特に著名な方は一斉逮
捕になっていません。これから指標的な観察点の一つになるのではないかと思い
ますが、アップル・デイリー（蘋果日報）の黎智英と黄之鋒がいつ本格的に逮捕
されるか、ということです。恐らく政府側も香港全体の様子を見ながら、その厳
しさをどういうふうに取るのか検討するのではないかと思います。

もう一つかなり注目されたのは、先週の民主派の予備選挙です。政府側は「そ
れは国安法違反だ」と発表したので、今後の民主派の選挙に関する活動にも影響
を与えています。今回の予備選挙の企画の責任者の一人である區諾軒氏は既にこ
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の仕事を辞めると発表したので、民主派がこれからバラバラになるのか、逆に力
を合わせて次を検討するのか、今の段階では何ともいえません。

ただし、９月の立法会選挙に関しては、予定どおり行われるのであれば民主派
が前回より多くの票を取れるのではないかと思われます。選挙システム自体が違
いますから、昨年11月24日の区議会選挙ほど圧倒的勝利を収めることになりま
せんが、民主派の支持者たちは恐らく過半数の「35議席以上」というスローガ
ンを持って投票行動をするのではないかと見られます。しかし、「35議席以上」
というスローガンに対して、政府側は既に反発しており、それは「権力奪還」を
意味することで国家転覆につながりうると警告しています。そういう圧力の効果
がどの程度広がるのか、特に有権者の投票行動にどの程度影響を与えるのか、こ
れから注目したいです。

大体この辺でよろしいでしょうか。ありがとうございました。
注記：カフェの後の香港の展開については、香港政府は7月31日に予定してい

た９月６日の立法会（議会）選挙を１年延期することを発表した。また８月11
日、アップル・デイリー（蘋果日報）の黎智英がアグネス・チョウ（周庭）と同
日に香港国家安全維持法（国安法）違反の疑いで逮捕された。

ありがとうございました。

多くの方がいらっしゃって、専門家の方も多くいらっしゃっていただき感謝して
いますが、中国政治と社会の専門家でもある法政大学の菱田先生はいらっしゃいま
すか。

はい、お邪魔しています。

お世話になっております。先生が主催の中南海研究会にも一度ご招待いただ
き、皆さんと議論した光景を今もまだ生々しく覚えています。今後ともよろしく
お願いいたします。ぜひ何かコメントかご感想を述べていただきたいのですが、
よろしくお願いいたします。

今日はありがとうございました。ほとんどが同意するお話だったと思います。
ただ、あえて違和感を少し覚えたのは、香港なり中国政府がある種の自信を深め
たのではないかという話がありましたが、私は逆ではないかという印象を持って
います。その関係で、今日お話に出なかった点を１点だけコメントしたいと思い
ます。

昨年来の香港の動きに関して私が疑問に思っていたことがあります。それは、
香港で求められた自由や民主は、これこそまさに中国国内のいわゆる民主派が求
める内容そのものではないかという点です。そこで疑問に思うのは、今回の国安
法も含めてですが、香港で昨年来起きている、あるいは昨年よりずっと前からか
もしれませんが、香港で起きている事柄に対する中国国内の民意の反映がわれわ
れのところにあまり聞こえてこないことです。これは一体なぜなのだろうとい
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う気がしてなりません。われわれが属しているような、少し怪しげなWeChatグ
ループの中にも、どちらかといえば民主を求める人々も参加していますが、必ず
しもそうしたノーの声、香港の2019年のデモに対する共鳴の声が聞こえてきま
せん。これは一体なぜなのだろうというところが、社会を専門に考えている私と
しては非常に気になるところなのです。

それはなぜなのかと問えば、多くの方々は「中国当局が情報制約、情報操作を
している結果ではないか」「情報が封鎖されていることが理由だろう」と言いま
す。確かに、そのようなことになるのかもしれませんが、そこはご存じのとお
り、「上に政策あれば下に対策あり」という形で、情報収集の面ではVPNも含め
てひとびとはそれなりにさまざまな手段を持っているはずです。ましてや、海外
にいる留学生や大陸出身者は、情報を摂取するという意味ではわれわれとほとん
ど変わりません。にもかかわらず、リベラル派、民主派はもとより海外にいる留
学生も含めて、カナダのハリファックス大学では留学生による香港の動きに反対
し、北京当局を断固支持するといったデモもあったと思います。ですから、必ず
しも情報の問題とはいえないのかもしれません。

となると、２番目に挙がってくる答えは、「恐怖」かもしれません。つまり、
当局による何らかの報復を恐れて、ある種の自己制約を行ってしまっているので
はないか。日本風にいえば、忖度になるのかもしれません。しかし、それ以上に
私が思うには、もうちょっと大きな心理的な背景、心理的なメカニズムがそうし
た動きの底にあるのではないかという点です。

そういう意味で、留学生を含めたゼミの中でこのような話になったときに、
ある中国の中小都市から来た留学生がこんな発言をしました。「私は地方の出身
で、わが町に地下鉄ができた時、これは大きな喜びであった。これこそまさに中
国が発展する一つのシンボルだ。にもかかわらず、昨年の香港事件ではその地下
鉄を壊そうとする場面がわれわれの目に入ってきた。非常に悲しい思いをした」
という言い方でした。そこには、今や世界に冠たる大国となった中国に対して、
香港でのこうした動きは離反するものではないか、中国が勝ち取った大きな成果
を否定するものではないか、いわば民族的な高揚感を共有しようともしないとん
でもない連中があの香港に広がっているのではないかという思いが強いのではな
いかという気がします。

結果として、香港であれ、台湾であれ、中国人アイデンティティを否定する形
での動き、これこそ中国からの離反であるという判断です。その背後にはアメリ
カ等の海外勢力との結託があるのではないかといった疑心暗鬼があり、これらが
ないまぜとなってさまざまな心理メカニズムが結果的に人々の中につくられてし
まっているのではないか。従って、それはチャイニーズネスと言うべきかもしれ
ませんが、中国人としての否定であり、これこそ看過できないけしからん行為で
はないか。そういう意味で、中国大陸の中から香港の人々に対するある種の忌避
感、ヘイトが生まれているといえるのかもしれません。

逆に、香港民意研究所（PORI）の調査結果を見ても、香港人の大陸中国人に
対する親近度は非常に低いレベルに落ち込んでいます。そう考えると、共に忌避
し合う、嫌い合う相互ヘイトという不幸な構図が大陸と香港との間に存在するの
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ではないか。かつてわれわれを低くて見ていたあの香港の地位が落ちてしまっ
た、ざまあみろといった復讐心理に加え、今申し上げた意味合いでの民族として
の自尊心をなぜ共有できないのかといういら立ち感の両者が相まった形で、中国
のいわゆる「民意」も、結果的には当局の線に寄り添うことになった。このよう
な不幸な結果を導き出しているのではないかという気がしています。

ですから、問題は中国像の在り方、あるいはチャイニーズネスといってもいい
かもしれませんが、それの意味するところだろうと思います。北京によってつく
られたチャイナ像なのか、北京によって代表されるチャイニーズネスであるの
か、それに対し、別のチャイナないしチャイニーズネスが、香港や台湾の中に存
在している…そのあたりが実は問題の真相として存在しているのではないかとい
う気がしています。

国際政治の難しいところはすでに高原さんや松田さんからお話しいただいたも
のですから、中国の民意といったあたりに少し焦点を絞ってお訊ねしようと思っ
た次第です。林さんから、中国の民意なるものの存在につき少し語っていただけ
ればと思います。

菱田先生、ありがとうございました。大きな課題ということで、私からきちん
と答えることができるのか、自信がないのですが、私は去年から中国でも仕事を
し始めました。今まで外から見る中国だけでは視点が足りないということで、一
度中国に入って中国を見るという考えを持とうと決意したわけです。中に入って
いろいろ勉強になりました。一般の中国人の考え方として、このシステムの中で
どうやって生きているのか、どういうふうに考えているのかということを身近な
所で感じています。また、中国の学生諸君との接触機会も増え、本当にいい刺激
を受けながら、研究生活を送っています。

一つ感じたのは、中国国内でずっと生活している人間から見るといろいろな問
題があるかもしれませんが、一つの社会、一つの国としてきちんと運営している
ということで、それを肯定的に見る見方が多いのではないかということです。そ
ういう意味では、民意は基本的に今の体制のままで改善していくという認識を身
近なところで感じます。

香港の問題が起きて、大陸の人間がどのように香港のことを見ているかという
ことですが、やはり否定できないその一つは、香港情報を中国本土で香港と同じ
ように共有している状況ではないということです。そうすると、香港のニュース
に関しては制限される中で一方的に伝えられるのです。それを受け取って、先ほ
ど先生もおっしゃったように、反対運動の中で一部は暴力化したということもあ
りますし、国内の報道でそれを中心に取り上げて、この暴力を防がなければなら
ないという認識がほとんどであります。もちろんいわゆるリベラルな方もいると
は思いますし、そういう情報が入らなくても相当の判断能力を持った方もいます。

といいながらも、全体として大陸の世論は、香港の運動を理解しないし、理解
できないということで、むしろ政府を擁護する状況が広がっています。そうする
と、香港反対運動が求めているデモに関する独立調査委員会の設置や、行政長官
と議会の直接選挙の導入を含む「五つの訴え」についての報道はほとんど入って
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こないことになります。私が心配しているのは、こうした形で大陸と香港の二つ
の社会により大きな壁が現れるということです。今まで大陸と台湾との間で相互
理解がなかなかうまくいかないために壁が存在しているけれども、その壁がまた
一つ増えて、大陸と香港の間にも存在するということです。

大陸と台湾の関係がこのコロナ問題でさらに香港とも相互理解が一層難しくな
るということを考えると、中国は台頭しているものの、中華圏内にとどまらず、
国際社会との対話はこれからより暗くなるという印象もあり憂慮しています。菱
田先生のご質問にきちんと答えているかどうか自信がないのですが、こういうふ
うに感じていますが、よろしいでしょうか。

ありがとうございました。

時間はまだ少しあります。まだ多くの先生方もいらっしゃいますけれども、今
日は台湾の話も皆さんかなり関心をお持ちだということで、もうひと方、東京外
国語大学の小笠原先生にコメントを頂きたいと思います。小笠原先生は台湾研
究、特に台湾選挙研究の第一人者で、恐らく世界でも第一人者だと私は思います
が、選挙だけではなくて、選挙から台湾の政治・社会の動きをかなり的確に把握
されているというふうに私も評価しています。本日もお忙しい中、時間をつくっ
ていただいてこのカフェにご参加いただきました。小笠原先生、いらっしゃいま
すか。

はい、どうも。

いつもお世話になっています。本日もご参加いただいて、皆さんも期待してい
ます。全体の状況についてと台湾のことについて私も聞きたいことがありますの
で、ぜひよろしくお願いいたします。

林先生、今日は東アジア全体を見渡してのお話、私にとっても大変勉強になり
ました。ありがとうございます。台湾について少しだけコメントしたいと思いま
す。林先生のご報告の中で、習近平指導部が香港に対して強い態度に出て、それ
で自信を深めているというお話がありました。実は台湾から見ていても同じよう
に感じるのです。習指導部になってから中国が大国化し、台湾など目ではない、
台湾も香港も中国がそれほど真剣に相手をしなくていいのだという雰囲気になっ
ています。上は習近平から、中堅の台湾政策を統括する国台弁の幹部、それから
ブレーンの学者なども、とにかく、中国は台湾問題の解決に対して自信を持って
いると繰り返し言ってきました。

中国の景気が非常に良かったときには、そうなるのかなという国際世論をつく
る効果もあったと思うのですが、それでも８年経ったわけです。台湾問題の解決
に自信を持っていると言い続けて８年経って、現状を見ると台湾の民意はまさに
そこから遠ざかっています。台湾の状況を見ていれば、そこが見えてきてしまう
わけです。私はその点をすごく心配しています。
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つい最近まで自信たっぷりの対台湾政策を発表した習近平ですが、まさに昨年
１月の演説がそうなのですけれど、台湾ではまさに逆効果になりました。これを
今度は、来年の共産党100周年の大きなイベント、それから２年後には習近平自身
の権力維持が懸かる第20回党大会でどういうふうに台湾について報告するのか、
習近平にとってもかなりプレッシャーがかかる事態になっていると思うのです。

そしてさらに、北京の観点からすると悪いことになりますけれど、今回のコロ
ナ危機では台湾は非常にうまくやり抜けたわけです。これによって台湾全体が自
信をつけています。習近平にいろいろ揺さぶられてきましたが、去年の習近平演
説、そして香港の大規模な抗議活動、そして今回のコロナ危機、台湾からすると
危機の連続でしたが、それを乗り越えたわけです。台湾では既に台湾アイデン
ティティが広がっているということを私も何度も指摘してきましたが、それがさ
らに強まったのが今の台湾です。例えば、台湾人意識の数字であるとか、独立を
支持する人の比率であるとか、民進党支持、国民党支持といった台湾で頻繁に行
われている民意調査の数字を見ても、今年に入ってはっきりと習近平が目指すこ
との逆を行っているのです。

そうすると、どこかでつじつまを合わせなければならなくなってくるので、来
年の共産党100周年、そして再来年の党大会に向けて、習近平は武力統一に踏み
切るという見方も台湾メディアでは流れています。ですが、私は、習指導部はそ
ういう状況ではないという判断はきちんとしているだろうと思っています。しか
し、林先生が『明報』に書いていたと思いますが、実際は中国の対台湾政策は、
武力統一か、今のまま放置しておくかのどちらかではないのです。その間にとて
も大きな選択肢の幅があります。それで、林先生も指摘されたように、武力統一
ではないのだけれど軍事力を使って台湾をもっと威嚇したり、祖国中国の言うこ
とを聞かず、恥をかかせるような行動を取る台湾に対する懲罰として、少し大き
めの行動が今年か来年起こるのではないかということを大変危惧しています。そ
のときアメリカがどういう反応をするのか、あるいは日本の民意や世論がどう反
応するのか、そして菱田先生が指摘されたように、そのとき中国の民意はどう反
応するのか、これも大変気掛かりです。

菱田先生は、中国の人たちが香港に対して全く共感や同情をするのではなく
て、むしろ大国中国のプライドを傷付けたと否定的に見るような感情があるとお
話しになりましたが、台湾に対しては中国の民意がもっと前の段階ですごく冷た
くなっています。そういう観点から中台関係を見ると、全く楽観できない状況に
あるというふうに心配しているところです。

小笠原先生、ありがとうございました。北京のこれからの対台湾政策について
は私もいろいろと考えていますが、おっしゃるとおり、来年は中国共産党が成立
してから100周年を迎えます。去る第19期党大会においては二つの100年を掲げ
て、各段階で達成すべき目標がいろいろ議論されています。中国国内の発展・成
長という話とは別に、台湾・香港問題を併せて私が一つ感じているのは、まず党
が成立してから100年を来年迎えますが、香港をきちんとコントロールすること
を達成するという方向に、来年の100周年に向けて世論が高まっていくのではな
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いかと思います。国内問題はいろいろありますけれども、まず成果として大きく
アピールするのではないかと私は思います。

もちろん、先ほど申し上げたように、この自信は正直言ってまだ検証されてい
ません。対香港政策が果たしてこれで落ち着いていくのかどうかはまだ分かりま
せん。落ち着いて、香港の人心や民意が中国に向かっていくのであれば成功とい
えますけれども、そうでなかったら香港はこれからもいろいろな形で不安定な状
況が続いていく可能性もあります。そうすると、この政策は果たして成功してい
るのかということもまだまだ検証が必要だと思います。

再来年になると、習政権が２期目を終えて３期目に入ります。ですから、２期
目のときに香港問題を一応解決したということになります。そうすると３期目で
まさに台湾問題を解決するという世論になるのではないかと思います。そうする
と、中国の対台湾政策の議論がどういう方向に向かうのかが注目されますが、も
ちろん自信があって政策も作るけれども、政策をきちんと遂行できるのか、期待
する効果が得られるのかという点が重要です。

小笠原先生もおっしゃっていたように、必ずしもそう簡単にはいかないと私は
思っています。とりわけ今回の問題を受けて、台湾の状況、台湾海峡の安定に対
して、アメリカがこれ以上動くのではないかということから考えれば、北京の対
台湾政策が思うとおりにいくとは限りません。けれども、日程的にはそうなると
いうことですから、３期目については台湾問題により力を入れて取り組むのでは
ないかと見ています。そうすると、まさに台湾海峡がこれからさらに不安定にな
ると想定されます。

ですので、台湾内部では中国からより強い圧力が来ると、果たして動揺するか
しないかというと、必ずしも今だけで判断できるとは限りません。台湾の民意は
非常にセンシティブで中国大陸の圧力で動揺する人も実はいます。私の近くに
も、台湾地元に住む方で、大陸のメディアの原稿要請を受けて香港国安法の導入
で香港の国際金融センターの地位に悪影響はないと肯定的評価するような文章を
書きました。今までとは異なった書き方です。

そういう台湾の方もいますので、今回の香港政策の威力、中国の全体主義的統
治思考の動きを見て怖く感じる人もいるのではないか。特に戦争状態になると、
さらに動揺する可能性があります。もちろん動揺が本当に民意で変わるかどうか
というのは非常に複雑ですので、中国の強い圧力がどんどん入ってくると果たし
て、台湾社会が今まで持っていた自信や自分たちのアイデンティティ、立場を強
く持って対応できるのかというのも、もう少し慎重にゆっくり観察していく必要
があります。現段階では北京にとって難しい環境に置かれていることはその通り
というのは私も同感です。

ありがとうございました。

あと15分で終了するのですが、どうしましょう。多くの方からチャットで質
問をいろいろ書いていただいていますので、その中から一部ピックアップして私
が答えてみてよろしいでしょうか。
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北陸大学の李鋼哲先生から質問を頂いています。「アメリカの対中政策の根本
的な転換により、米議会の上院では台湾との国交正常化に踏み切る動きがありま
すが、もしそうなったら世界秩序が大きく変わっていく可能性はあるでしょう
か」ということですね。そういった議員の発言は昔からあります。確か近年、米
議会が台湾関連の法案を次々と通したということで、その過程でそういう発言も
増えているのはそのとおりです。今回の香港問題で、私の理解としては、米中の
新冷戦がより深まっていくと考えると、このような発言はこれからも増えるので
はないかと思います。

ただし、おっしゃるとおり、これが果たして議案になって議論されて国会で成
立するかどうかはまだまだ不透明です。しかし、アメリカの一つの中国政策とい
う姿勢はまだ実質的に守っているのではないかと思いますから、トランプ政権が
そのような動きでさらに進むということは、少なくとも11月まではないと私は
思います。もしバイデン氏が大統領になった場合、トランプ氏より安定した対中
政策に戻ることになりうるので、まさにこの提案の重大さをより認識することに
なって、そう簡単に動くことはないというふうに現時点で私は見ています。

先月、イギリスの内閣で５年以内に台湾と国交を樹立するという議論があった
とイギリスの新聞が伝えました。５年をめどということは、これまでいろいろな
ステップを通して台湾との関係を強化して、台湾の地位を他の国の地位に近づけ
ていくことから考えれば、国交樹立という最終目標になるかどうかは別として、
台湾と例えば疑似的な外交関係、あるいは実質的外交関係の方向に行くことは絶
対にあり得ないとは限りません。この点に関しては中国にとってはまさにレッド
ラインを超える問題で絶対に許さないと思うので、このような状況にならないよ
うに米中間でどういうふうにお互いに意識して行動に出るのか、これから見てい
きたいと思います。

ということで、いわゆる「米台国交正常化」の話は当面見えてこないというこ
とですが、実質的な友好関係がさらに強化される可能性があります。例えば、先
ほど申し上げましたように、台湾との関係を強化する法案が既に幾つか通ったと
いうことですけれども、実施される確率は非常に低いと言わざるをえません。例
えば台湾旅行法があります。その内容を見ると、米台間のあらゆるレベルの政府
高官の交流、相互訪問を許すということですけれども、蔡英文総統はまだワシン
トンに入れない状態です。前回はトランジットでアメリカに入ってニューヨーク
まで行きましたが、ワシントン入りして国会で演説して、ホワイトハウスに入る
ということはまだまだ先の話です。ですから、アメリカも自分のペースで中国に
対応しながら、台湾との関係を変えていくのではないかと思います。

時間のこともありますので、どうしてもコメントを述べたい方、質問したい方
がいれば、手を挙げて質問してください。沼田先生ですか。ぜひコメントを頂き
たいです。

私は学者ではなく、下荒地さんと同じ外務省OBですけれども、中国の専門家
ではない立場から申し上げると、今日の話題の中で自国第一主義の話が出てきま
した。これは日本人にはあまりなじまないのではないかと思います。アメリカも
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自国第一主義で相当苦労したということはあります。それから、ボルトン氏の自
伝を読みましたが、アメリカ自国第一主義というか、トランプ第一主義でいろい
ろむちゃなことを言ってくるのに対して、安倍総理は結構頑張られたという感じ
がします。私の後輩である谷内正太郎国家安全保障局長らが相当頑張ったという
感じがします。

では、今後どうなっていくのかという問題なのですが、高原先生は都立西高校
の後輩ということもあって尊敬しているのですが、日本が今後何を追求していく
のか、どういう目標を掲げてやっていくのかということが大事ではないかと思う
のです。日本がもっと主体性を持って、リーダーシップを発揮しているかという
と、まだあまり発揮していないと思います。今の日本の政権がそこまでずっと考
えているかどうかもはっきりしませんけれども、結論から言えばグローバリゼー
ションは終わっていないし、日本としてはグローバリゼーションが終わったよう
な状況はあまり好ましくないので、TPPなどを推し進める立場を取っていくべ
きだし、その場合にはやはりマルチラテラリズムは必要であって、そのために日
本はどういう仲間と一緒にやっていくかをよく考えなければいけないのではない
かと思います。

先ほど南先生が最後に、ミドルパワーと言っておられました。私はカナダで大
使をしていたこともあってミドルパワーに関心があるのですが、やはり日本もメ
ジャーパワーでありたいけれども、必ずしもメジャーパワーでないというのであ
れば、ミドルパワーとしての力をどうやって発揮して、そのためにどういう国と
組んでいくか。アメリカもそうですし、オーストラリアやインドなどいろいろあ
りますけど、ヨーロッパの国と組む面もあるのではないでしょうか。そうやって
視野を広げて考えていく必要があるのではないかと思います。以上です。

コロナが収束した後の世界を展望する上で的確なコメントを頂きました。あり
がとうございました。最後にどなたか、どうしてもコメントや質問がある方から
お願いしたいですが、若林さんですね。

林泉忠先生の『東アジア非核化構想―アジアでの市民連隊を考える』を読ませ
ていただきました。核に関連した市民的連帯ということで、ちょうどポスト・コ
ロナにぴったりのテーマです。先生がお書きになったことが今こそ活きてくるの
ではないかと思いますので、今のお考えを一言お願いします。

私はこの本の中で、台湾の核問題に対する世論の変化や、特に2011年に日本
で大地震が起きたことを受けての台湾社会の原発に対する見方の変化、それから
政府の政策の変化について、観察・分析しました。

最近になっても民進党政権の原発をゼロにするという政策はまだ変わっていま
せんが、例えば台湾の中央にある台中という都市では、核電力を廃止して他のエ
ネルギーに替えたことで、環境汚染、大気汚染が起きたため、市長選挙の結果に
も影響を与えています。2018年11月の台中市長選挙では、民進党の現職の市長
が、原発廃止政策に反対する国民党候補に敗れたわけです。



© 2020 SGRA 41

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

  

no. 
91
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若林

林

そういう意味では、原発をなくすことはいいですが、より安全でいいエネル
ギーを果たして確保できるのか、必ずしも台湾内部で一致しているような状況で
はありません。これから2025年に近づいて、また変化が見えるのではないかと
思います。

ただし、全体として核電力の問題は、台湾に限らず東アジア、世界全体が考え
なければならない課題の一つですから、平和主義の観点から見ますと、核なしで
生きていけるような理想的な社会を構想する見方が世界のあちこちに存在します
けれども、政策側との合意をどの程度得られるのかという大きな問題が依然とし
て残っています。ですから、平和主義と原発の有効利用というふうに対話できる
のか、私も留意していきたいし、この問題に関心をもつ日本の皆さんの見解も交
流していきたいと思います。
　コロナ問題は、ある意味では、原発問題と似ていて、国境を越えて人類がどう
対応すべきかという共通の課題の一つだと思います。そこで市民の連帯の重要性
はいうまでもありません。コロナ禍が広がっていきますと、人と人の距離を維持
するよう物理的に制限される一面もありますが、誰も避けて通れないグローバル
な問題ですから、どう取り組んでいくのか、市民の連帯は非常に大事だと思いま
す。コロナ禍によってもたらされる新しい現象の一つに、会議や講演などオンラ
インによる交流がものすごく増えていることが挙げられます。国境を超えて異な
る地域の市民の間の交流や連帯は新しい時代を迎えている気がします。

きちんとした答えになりませんが、このように普段あまり知られていない私の
もう一つの研究をご指摘いただいてうれしいです。今後ともいろいろ議論してい
きたいと思います。

ありがとうございました。

ということで、時間になってしまいました。いろいろな方から質問がありまし
たが、これで終了したいと思います。本日は本当に皆さん大変お忙しい中、時間
をつくってご参加いただき感謝しております。今日議論したテーマはむしろこれ
からのことですし、またいろいろな機会を通してさらに皆さんと議論や交流した
いので、今後ともご教示のほどよろしくお願いします。ありがとうございました。

最後に、全体をコーディネートしてくださった渥美財団の皆さん、本当にあり
がとうございました。今西常務理事をはじめ、事務所の辰馬さんには、本当に周
到にいろいろアレンジしていただいて、心から御礼申し上げたいと思います。
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チャットの質問への回答 ―林泉忠氏からの返信―

Q1　日中友好についてお伺いしたいです。
新型コロナをきっかけに「日中友好」の

ムードが高まりますが、おっしゃる通りに日中の
間ではかなりの温度差があります。これについて
中国側（指導層及び民間）が十分認識しています
か？　真の「日中友好」を実現するには何が一番
足りないでしょうか？

（謝 志海／共愛学園前橋国際大学）

A1　「日中友好」の温度差について、中国の
外交部と最高指導者はそれを把握されて

いると思います。ただし、民間に関しては、必ず
しもそうではありません。ニュースなど情報の一
部の制限による影響もあると思います。日中関係
だけの話ではありませんが。

真の「日中友好」を実現させるには、ご存じの
ように多く要素が必要で互いに努力することは非
常に大事です。とりわけ相手に対する政策は最も
重要なのではないかと思います。その政策によっ
て相手国に対する国民のイメージが変わるという
ことがよくあります。今の中国の対日政策につい
ては、中国は「日中友好」に関して積極的で、い
わゆる「尖閣」の「国有化」の撤回を条件にせず、
日本との全面的交流の姿勢を示しているが、日本
側から見れば、特に今年に入ってから中国の船が
島の海域に入ったり出たりする回数は2012年以来
一番多いし、また折角関係改善が進んでいるのに、
中国側はかつて日中間で合意しました東シナ海の
ガス田の共同開発交渉の再開に消極的で日本側が
不満を抱えています。もちろん、逆の状況もあり
ますね。当面、日中関係は私の言う「中熱日冷」
の状態はある程度続きますが、それは多くの要因
に左右されています。その現象を改善するには、
要因をきちんと理解した上、話し合って互いに努
力して改善していくことでしょう。

Q2　米国、日本、オーストラリア、インドの
間の非公式の戦略的同盟である日米豪印

戦略対話、または四カ国戦略対話（Quadrilateral 
Security Dialogue）の将来についてどう思い
ますか？（ムコパディヤーヤ、ランジャナ／デリー大学）

A2　四カ国間の安全保障対話は、最近まで
それほど活発ではありませんでした。し

かし、米中新冷戦が深まる中、中印の国境衝突も
あるし、米国の南シナ海への関与はますます強く
なることから、近い将来、インド太平洋構想と連
動し、四か国の対話がより一層重視され、より活
発になると見ています。

Q3　東アジアの貿易区を構築するために、
日中韓自由貿易協定の交渉が進められて

いる中、最近の香港安全法の施行、西側の態度表
明などの事情はこの協定に対して、どのような影
響を与えるかについてお聞きしたいのです。先生
たちは、協定の交渉が中止される可能性はどれく
らいあると思われますか。

（陳偉森／東京大学博士課程１年）

A3　香港国家安全法をめぐる中国と西側と
の軋轢で日中韓の自由貿易協定交渉に与

える影響について、私はこの国安法の実施で協定
の交渉中止を左右する最大の要因にはなっていな
いと理解しています。現段階では、むしろ日韓関
係などによる影響が大きいと見ています。米中新
冷戦が急速に形成されると、米の圧力で中断した
りする可能性がないとは言い切れないと思います。
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	 著者略歴

【講師略歴】

■ 林	泉忠／りん・せんちゅう LIM, John Chuan-Tiong

国際政治学専攻。2002年東京大学より博士号を取得（法学
博士）。同年より琉球大学法文学部准教授。2008年よりハー
バード大学リサーチ・アソシエイト、2012年より台湾中央
研究院近代史研究所副研究員、国立台湾大学兼任副教授、
2018年より台湾日本総合研究所研究員、香港アジア太平洋
研究センター研究員、武漢大学日本研究センター教授、同
センター長、香港「明報」（筆陣）主筆、を歴任。
著書に『「辺境東アジア」のアイデンティティ・ポリティク
ス：沖縄・台湾・香港』（明石書店、2005年）、『日中国力消
長と東アジア秩序の再構築』（台湾五南図書、2020年）など。

【コメンテーター略歴】

■ 下荒地	修二／しもこうじ しゅうじ SHIMOKOJI Shuji

日本の元外交官、中国、韓国などの勤務を経て、駐パナマ
大使や駐ベネズエラ大使を歴任。

■ 南	基正／ナム・キジョン NAM Ki-Jeong

専門は戦後日本政治外交。東京大学で「朝鮮戦争と日本―
‘基地国家’ における戦争と平和」の研究で博士号を取得。
東北大学法学研究科助教授・教授、韓国・国民大学国際学
部副教授、ソウル大学日本研究所副教授を経て、同研究所
教授。

【司会者略歴】

■ 李	彦銘／リ・イェンミン LI_Yanming

専門は国際政治、日中関係。北京大学国際関係学院を卒業
してから来日し、慶應義塾大学法学研究科より修士号・博
士号を取得。慶應義塾大学東アジア研究所現代中国研究セ
ンター研究員を経て、2017年より東京大学教養学部特任講
師。

著者略歴
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第 13 回 SGRAカフェ

『ポストコロナ時代の東アジア』報告

李 彦銘   東京大学教養学部特任講師

今回のカフェはバーチャルカフェ（以下Vカフェ）という形をとり、延べ100
名ほどの参加が実現でき、SGRAカフェ史上最大規模となったといえよう。この
成果は「ポストコロナ時代の東アジア」というタイムリーなテーマ、林泉忠先生
をはじめとする講師陣、それからバーチャル形式という新しい実現手段の魅力を
語ってくれた。

当日のVカフェは講演と懇親会の2部構成となったが、本レポートは講演内容
を中心に報告し、懇親会については林先生のレポートに譲ろう。林先生の講演は
まず現在の状況に対する見方、つまりグローバル時代の終焉から始まった。その
具体例として、グローバルサプライチェーンの断絶や企業の自国内への回帰、人
的交流の一時中断とナショナリズムの高揚、またウイルスに対する初動と「香港
国家安全維持法」（国安法）の制定・実施をめぐって世界各国の中国に対する不
信感が増長していることが挙げられた。

その後は、米中「新冷戦」が顕在化する状況における東アジア各国の関係性の
変化について見解が述べられた。日韓にとっては、米中とどのようにバランスを
維持していくのかが最大の問題であるが、中国が日韓と米国を分断させる戦略に
乗り出している一方で、日韓の間で軋轢の深刻化が止まらない。日中は最近2年
間の「疑似蜜月」関係から「中熱日冷」へと転換したと主張され、またこの日中
友好の状態は主に中国主導によるものであったが、現在は日本の対中イメージが
悪化する一途であり、習近平主席の国賓訪日もあやふやな状態になったと指摘
された。中韓関係もまた、中国が主導しているように見え、韓国外交は主体性を
持って臨んでいないと指摘された。

ではコロナが鎮静化したら中国の影響力は一気に強まるのか。まず香港に対
し、中国政府は英米などの反発や批判を無視して権威主義体制へ移行させるだろ
う（1997年より以前の香港は行政主導＋植民地）。一方で台湾に対しては、新型
コロナウイルス騒動は予想外の効果、つまり大陸と距離を維持することは悪いと
は限らないという見方を台湾社会にもたらした。これは北京の「両岸融合」「恵
台31カ条」のような政策の遂行には不利ともいえよう。これに加えて「香港統
制」は台湾にさらなるプレッシャーをもたらし、また香港という緩衝地帯を失う
結果、台湾の対米依存はさらに増すだろうという。

以上の議論を踏まえ、ポストコロナの時代は「新冷戦」時代が到来すると講演
を結んだ。香港、台湾はこの新冷戦の激戦地になるだろう。11月の米大統領選
の結果も注目しなければならないが、米国内では対中政策の合意がすでに出来上
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がっており、新冷戦はもはや回避できないと予測される。世界は米中2大ブロッ
クに分割されるのか。今後日本に問われるのは主体性がある行動・リーダーシッ
プである。

コメントとしてまず下荒地修二先生から、コロナの問題は国際社会に予想外の
ことをたくさんもたらし、相互不信もその一部ではあったが、現在はウイルスと
いう共通敵にどう対処すればいいのかという段階に来ているではないかと指摘さ
れた。それから日中関係の改善は望まれる方向で、どちらが主導かということは
重要ではなく、肝心なのは国際秩序をどのように建設的な方向へ持っていくのか
であり、特に大国の間では議論をしなければならないと提起された。

南基正先生からは、ニューオーダー（new order）としてポストコロナの国際
秩序を考えるときに、国際政治のリアリズム理論の枠を超えなければならないと
指摘された。コロナ問題によって各国では、アイデンティティ・ポリティックス
から脱皮し、人々の生活を中心とする政治を構築する必要があることが浮き彫り
になった。アイデンティティ・ポリティックスにこだわる結果、日韓関係には破
綻が起るだろう。しかしコロナなど生活を中心とする政治の観点から見れば、ナ
ショナリズムに訴えても問題は解決できない。アイデンティティやナショナリズ
ムに訴えても票にならないことを、コロナは政治家に悟らせたのではないか。ま
た政治家は政権のレガシーとして何を残すのかを考えるべきであり、特にミドル
パワーの国々や日韓に期待したいという。

講演部分はここですでに1時間45分になり、一段落となった。個人的な感想
は、まず長い時間をかけてさらに議論したい話題がたくさん出て、研究者として
非常に興味深い集まりであった。もう一つは、一人の市民として、今後の国際秩
序をどう展望し、そしてどう行動していけばいいのか、という大きな課題を改め
て考えさせられたことである。一個人の力は本当に小さいものであり、そして
懇親会でも指摘されたように、個人にとってアイデンティティは容易に越えられ
るものではない。まして政治情勢や情報制限、マイナスの歴史といった「人的操
作」を受ければ、恨みや偏見が生まれやすい。しかしそこであきらめていいの
か。この半年の間、外出自粛や会合自粛のなか、私も自分自身が閉塞感を感じた
り事を悲観的にとらえやすくなったと感じたりしたが、そのバイアスで見落とし
てきた積極的な要素も現実に存在するのではないか。

（SGRAかわらばん　李彦銘「第13回SGRAカフェ『ポストコロナ時代の東アジア』報告」より転載）
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第 13 回 SGRAカフェ

『ポストコロナ時代の東アジア』を終えて

林 泉忠   武漢大学日本研究センター教授・センター長

2020年7月18日の第13回SGRA-Vカフェ「ポストコロナ時代の東アジア」は
定員の100名を超える申し込みがあり、予想以上に多くの第一線で活躍されてい
る大物の学者や各新聞社の編集・論説委員などが参加してくださった。そして活
発な議論が行われ、大盛況で無事に終わった。終了後、主催側の今西さんから

「大成功でしたね」というコメントを頂き、ホッとした。皆様のご厚情に心より
感謝を申し上げたい。

今回のSGRAカフェは自分にとって3回目ではあったが、今までと比べて二つ
の特徴が挙げられる。

その一つは、やはり初めてのバーチャル講演という試みだった。そのため、
今回はこれまでの12回と異なり、「カフェ」の前に初めて「V」が付けられてい
た。コロナ禍の影響で、実際に人が集まる講演が難しい中のやむを得ない選択で
あった。私は今までに各地で100回以上の講演を行ってきたが、目の前に実在の
聴衆がいない「講演」は初めての経験だった。

パンデミックの中、国境を越える人と人の交流が激減し、国内で内向きの生活
に集中する現象や、自国の利益を優先する傾向が見られることから、自国第一
主義やナショナリズムの温床になることも懸念せざるを得ない、と講演の中で
も語った。しかし一方、Vカフェのおかげで国境を越えて遠方の方も参加できる
し、普段は多忙な方々も比較的参加しやすくなるため、V活動はコロナ時代に限
らず、ポストコロナ時代にも多く見られる人類が経験する新たな交流手段になる
ことも想像し難くない。

今回のカフェの経験から感じたもう一つの特徴は、タイムリーで進行中のテー
マということに原因があるが、準備の段階からカフェの日まで予想外に世界情勢
が激変し、カフェ参加者の注目点が少々ズレたことが挙げられる。 

今回のカフェは3か月前から準備し始め、コロナ禍による東アジアへの影響を
分析しポストコロナ時代を展望することだった。しかし、途中、筆者が現在居住
している香港において、5月下旬に中国が導入した「国家安全法」が香港に限ら
ず世界を震撼させた。米中対立を加速させ、日本の対中政策も大きく変化させた
出来事が起こったのだ。講演の内容は、それによる影響を配慮しながらも本来の
テーマに沿って東アジア全体をカバーするようバランスの維持に必死だった。

だが、講演者が住んでいる香港は急速に「米中新冷戦」の最前線になる気配が
濃厚になったため、やはり、こちらが参加者の関心の焦点になった。しかし考え
てみれば、国際政治の研究は本来、動く世界に注目し進行中の国際社会が注目す
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る問題を取り上げ分析する作業なので、むしろ自然なことであり、国際関係を研
究する最大の意義が含まれるイベントだったと思う。
「カフェ」という設定は本来、小規模でリラックスした講演会という位置付け
だったが、Vの特徴が働き、予定していたコメンテータの下荒地修二先生（元外
交官）や南基正先生（ソウル大学）をはじめ、特にV「懇親会」のコーナーにお
いて高原明生先生（東京大学）、松田康博先生（東京大学）、菱田雅晴先生（法
政大学）、小笠原欣幸先生（東京外国語大学）など活躍中の諸先生が次々と登場
し、示唆に富むコメントをたくさんいただいた。これからのコロナによる世界へ
の更なる影響や、米中新冷戦による東アジアへの波及現象の探究を深めていくに
は、まさに貴重な交流の機会だったことをあらためて感じている。

最後に、今回の素晴らしい企画において終始、周到にアレンジして下さった渥
美財団関口グローバル研究会の今西淳子代表や辰馬夏実さんに深い感謝の意を表
させていただきたい。

（SGRAかわらばん　エッセイ６４３：林泉忠「第13回SGRA-Vカフェ『ポストコロナ時代の東アジ
ア』を終えて」より転載）
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SGRAレボート76 第9回SGRAチャイナ・フォーラム inフフホト＆北京講演録「日中二百年―文化史からの再検討」 
 劉 建輝　2020. 6. 18発行
SGRA レポート77  第15回日韓アジア未来フォーラム講演録「これからの日韓の国際開発協力―共進化アーキテキチャ

の模索」孫赫相、深川由紀子、平川均、フェルディナンド・C・マキト　2016. 11. 10発行

SGRAレポート　バックナンバーのご案内	 SGRAレポート　バックナンバーのご案内
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SGRA レボート78  第51回SGRAフォーラム講演録「今、再び平和について―平和のための東アジア知識人連帯を考え
る―」南基正、木宮正史、朴栄濬、宋均営、林泉忠、都築勉　2017. 3. 27発行

SGRA レポート79 第52回SGRAフォーラム講演録「日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性（1）」 
 劉傑、趙珖、葛兆光、三谷博、八百啓介、橋本雄、松田麻美子、徐静波、鄭淳一、金キョンテ 
 2017. 6. 9発行
SGRA レポート80  第16回日韓アジア未来フォーラム講演録「日中韓の国際開発協力―新たなアジア型モデルの模索―」 

金雄煕、李恩民、孫赫相、李鋼哲　2017. 5. 16発行
SGRA レポート81  第56回SGRAフォーラム講演録「人を幸せにするロボット―人とロボットの共生社会をめざして第

２回―」稲葉雅幸、李周浩、文景楠、瀬戸文美　2017. 11. 20発行
SGRA レポート82  第57回SGRAフォーラム講演録「第２回　日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性―蒙古

襲来と13世紀モンゴル帝国のグローバル化」葛兆光、四日市康博、チョグト、橋本雄、 
エルデニバートル、向正樹、孫衛国、金甫桄、李命美、ツェレンドルジ、趙阮、張佳　 
2018. 5. 10発行

SGRA レポート83  第58回SGRAフォーラム講演録「アジアを結ぶ？『一帯一路』の地政学」朱建栄、李彦銘、 
朴栄濬、古賀慶、朴准儀　2018. 11. 16発行

SGRA レポート84  第11回SGRAチャイナフォーラム講演録「東アジアからみた中国美術史学」塚本麿充、呉孟晋　 
2019. 5. 17発行

SGRA レポート85  第17回日韓アジア未来フォーラム講演録「北朝鮮開発協力：各アクターから現状と今後を聞く」 
孫赫相、朱建栄、文炅錬　2019. 11. 22発行

SGRA レポート86  第59回SGRAフォーラム講演録「第３回　日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性： 
17世紀東アジアの国際関係―戦乱から安定へ―」三谷博、劉傑、趙珖、崔永昌、鄭潔西、 
荒木和憲、許泰玖、鈴木開、祁美琴、牧原成征、崔妵姫、趙軼峰　2019. 9. 20発行

SGRA レポート87  第61回SGRAフォーラム講演録「日本の高等教育のグローバル化!?」 
沈雨香、吉田文、シン・ジョンチョル、関沢和泉、ムラット・チャクル、金範洙　2019. 3. 26 発行

SGRA レポート88  第12回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「日中映画交流の可能性」 
刈間文俊、王衆一　2020. 9. 25発行

SGRA レポート89  第62回SGRAフォーラム講演録「再生可能エネルギーが世界を変える時…？――不都合な真実を超えて」
ルウェリン・ヒューズ、ハンス＝ヨゼフ・フェル、朴准儀、高偉俊、葉文昌、佐藤健太、近藤恵　 
2019. 11. 1発行

SGRA レポート90  第63回SGRA フォーラム講演録「第４回　日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性： 
『東アジア』の誕生─19世紀における国際秩序の転換─」 
三谷博、大久保健晴、韓承勳、孫青、大川真、南基玄、郭衛東、塩出浩之、韓成敏、秦方　 
2020. 11. 20発行

■ レポートご希望の方は、SGRA 事務局（Tel：03-3943-7612　Email：sgra@aisf.or.jp）へご連絡ください。
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